


【住民会議からの提言書より抜粋】
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まちトピ

　第66回栃木県郡市町対抗
駅伝競走大会、第17回栃木
県小学生駅伝競走大会

引越しの季節到来

パスポートの手数料・受取ま
での日数等が変わります

各課からのおしらせ

児童館・子育て支援センター
からのおしらせ

図書館からのおしらせ

３月16日～４月15日カレンダー

表紙写真：開発が進んでいる六美町北部土
地区画整理事業の航空写真です。

まちづくり住民会議から壬生町を

　みぶ“まちづくり”住民会議では、令和８年
度からスタートする壬生町第７次総合振興計
画等の策定に向けて、町民の視点から壬生町
を「老若男女が手を取り合い、笑顔あふれる
豊かなまち」にするために「町の良いところ、
悪いところ」「分野別の課題および解決方法」
などについて検討結果をまとめ、１月７日
（火）に町長へ提言書を提出しました。
　会議には、公募による町民９名が参加し、
昨年10月から計３回、ワークショップ形式
での意見交換を行いました。
　「若者が集まり活力みなぎるまち」「みん
なの「安心」を守るまち」「くらしの「便利」
と「安全」を守るまち」「子育てを応援するま
ち」「みんなでつくる壬力あるまち」の５つを
将来のビジョンとして設定し、町の課題や今
後の取り組みについて様々な意見があがりま
した。
　また、町長への提言の際には、山根会長を
はじめ５名の方が来庁し、今後の地域の輪の
重要性や情報発信のあり方について懇談しま
した。
　今後も町では、住民と行政の協働によるま
ちづくりを推進していきます。

■健康増進のために参加したくなる企画・施設の設置
■コンパクトシティについて住民がもっと意見を語り
合える場の提供
■地域と子どもをつなぐコーディネーターの設置
■町公式LINE等に世代別コミュニティを作成
■危険エリア等の情報を即時反映、周知の継続・充実
■町内学校と地元企業のマッチング
■公園の自由度の向上
■行政から町民（コミュニティ）への情報周知の充実

グループごとに話し合いました。（第１回会議）

　提言書は、町公式ウェブサイトで
見ることができます

　総合政策課企画調整係　☎（81）1813

左から　伊藤副会長　伊達氏　小菅町長　山根会長　小高氏　板橋氏
い とう　　　　　　　　だ　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お だか              いたばし

色々な意見が出ました。（第２回会議） 意見をまとめて、発表しました。（第３回会議）

にするための提言を行いました
『老若男女が手を取り合い、笑顔あふれる豊かなまち』『老若男女が手を取り合い、笑顔あふれる豊かなまち』『老若男女が手を取り合い、笑顔あふれる豊かなまち』

やま  ね

み  りょく

小菅町長へ提言書を
提出しました。
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　明るい選挙啓発運動の一助とするため、全国の児童
生徒を対象とした「第76回明るい選挙啓発ポスター
コンクール」が行われました。
　県内では、小・中・高生から総数1,978点の作品が
寄せられ、第一次審査（市町単位）を通過した、444
点が第二次審査（県）に出品されました。
　本町においても、212点にのぼる作品の応募があり、
その中から優秀作品として、第二次審査推薦作品50
点を出品し、その結果、本町では、入選に３点、佳作
に６点、合計９点が選ばれました。
　審査結果は、次のとおりです。

令和６年度明るい選挙啓発ポスターコンクール

後　　希織（壬生小５年）田村　莉央（壬生小４年）

入　選
　〃
　〃

小泉　咲季　（壬生小２年）
田村　莉央　（壬生小４年）
後　　希織　（壬生小５年）

入　選
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

船木　ひかり（羽生田小５年）
山口　海羽　（羽生田小５年）
阿久津　楓果（睦小５年）
岩原　愛純　（壬生東小６年）
伊藤　陽菜　（壬生北小６年）
臼井　惇人　（壬生北小６年）
青柳　美信　（睦小６年）
村山　太一　（安塚小６年）
荒川　慈優　（壬生中１年）
板橋　舞依　（壬生中１年）
大出　煌森　（壬生中１年）
神永　天音　（壬生中１年）
斎藤　琉雅　（壬生中１年）
佐藤　優羽　（壬生中１年）
鈴木　統偉　（壬生中１年）
鈴木　日向　（壬生中１年）
長　心尊　　（壬生中１年）
寺内　唯笑　（壬生中１年）
若林　琉曖　（壬生中１年）
大宮　結愛　（南犬飼中１年）
深津　瑛　　（南犬飼中１年）
川嶋　夏姫　（壬生中２年）
山田　彩葉　（南犬飼中３年）

県審査（第二次審査）で９名が入賞

（※敬称略）

ふな  き

やまぐち        み   う

  あ　く　つ　　  ふう か

いわはら        あ ずみ

  い とう        ひ   な

うす  い       ま こ と

あおやぎ        よ しの

むらやま       た いち

あらかわ        し ゆう

いたばし        ま   い

おおいで       こうしん

かみなが      あま  ね

さいとう        る  あ

  さ  とう        ゆ  う

すず  き       とう  い

すず  き       ひゅうが

ちょう　　み こと

てらうち        ゆ   ら

わかばやし     る   あ

おおみや        ゆ  あ

ふか  づ       はな

かわしま      なつ  き

やま  だ       いろ  は

  こいずみ       さ   き

  た むら         り   お

  ご とう         き おら

入　選
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

三浦　かんな（壬生小１年）
黒﨑　海太　（睦小１年）
吉羽　丹梨　（壬生小２年）
新井　翔太　（羽生田小２年）
髙倉　颯真　（睦小２年）
矢内　結菜　（壬生小３年）
相川　千依　（睦小３年）
鈴木　佑埜　（壬生小４年）
髙松　未結　（壬生小４年）
巻島　大輝　（壬生小４年）
松本　麗華　（壬生小４年）
林　賢佑　　（壬生東小４年）
高木　結衣　（壬生小５年）
寺内　莉亜　（壬生小５年）
　井　朝陽　（壬生小５年）
野口　真優　（壬生小５年）
塩濵　愛実　（藤井小５年）
鈴木　大翔　（藤井小５年）

  み  うら

くろざき       かい た

よし  ば         に   り

あら  い      しょうた

たかくら      そう  ま

  や ない       ゆう な

あいかわ        ち   い

すず  き         う   の

たかまつ　　  み   ゆ

まきしま      だい  き

まつもと      れい  か

はやし　けんすけ

たか  ぎ         ゆ   い

てらうち        り   あ

にれ  い        あさ ひ

  の  ぐち        ま ゆう

しおはま      まな  み

すず  き        や ま と

小泉　咲季（壬生小２年）

佳　作
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

髙橋　咲陽　（睦小４年）
寺内　結菜　（安塚小５年）
石川　瑠依　（壬生中１年）
小谷野　佑芽（壬生中１年）
土澤　りさ　（壬生中３年）
関口　夏乃　（南犬飼中３年）

◎町審査

◎県審査（第２次審査）入賞
　（町審査入選作品）

たかはし        さ　や

てらうち　　　ゆ　な

いしかわ　　　る　い

  こ　や　の　　　ゆ　め

  ど ざわ

せきぐち        か   の
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更生保護制度施行75周年記念

4

第74回 “社会を明るくする運動” 作文コンテスト
犯 罪・非行のない地域社会づくりや本運動に対する理解を深めてもらうことを目的に、県内の小中学生を対象とした第74

回“社会を明るくする運動”作文コンテストが行われました。本年度は、小中学生合計1,304作品の応募がありました。
　町内からは、小学生の部に７作品、中学生の部に13作品、計20作品の応募があり、下野保護区保護司会での１次審
査、県推進委員会による本審査の結果、小学生の部の１
作品が最優秀賞を、そして中学生の部の１作品が優秀賞
を受賞しました。
　12月26日（木）には表彰式が行われ、同日、受彰者が
町長と教育長に表敬訪問を行いました。

〈最優秀賞〉
　第74回“社会を明るくする運動”栃木県推進委員会委員長賞
　『明るい未来へ、今私にできること』
　　　　　　　　　　壬生小学校５年　落合　乃愛さん

〈優秀賞〉
　栃木県保護司会連合会会長賞
　『明るい未来のために』　
　　　　　　　南犬飼中学校　１年　新井　陽菜乃さん

おちあい          の   あ

あら  い           ひ　な　の

後列　左から　南犬飼中学校　安武校長　下野保護区保護司会壬生町分区
　　　荒川分区長　下野保護区保護司会　髙山会長　壬生小学校　佐山校長
前列　左から　新井さん　小菅町長　落合さん

小学生の部

中学生の部

11 月26日（火）宇都宮市文化会館小ホールにて、更生保護制度施行75周年記念栃木県更生保護大会が開催されました。　本大会では、更生保護活動に積極的に貢献した功績が認められた更生保護事業関係者、および民間協力者の
方々が表彰されました。また、12月26日（木）に、受彰者が町長に表敬訪問を行いました。

○法務大臣表彰
○宇都宮保護観察所長表彰

○栃木県保護司会連合会長表彰

○関東地方更生保護委員会委員長感謝状
○宇都宮保護観察所長感謝状
○栃木県更生保護女性連盟会長表彰

○宇都宮保護観察所長感謝状

網野　好子氏
島田　繁雄氏
鈴木　伸一氏
倉井　利一氏
吉田　行夫氏

岩﨑　靜江氏
酒井　和代氏
田村　セツ氏

栃木県立壬生高等学校

あみ の           よし こ

しま  だ         しげ  お

すず  き          しんいち

くら  い            り いち

よし  だ          ゆき  お

いわさき        しず  え

さか  い          かず  よ

  た  むら           せ   つ

………………………………
…………………

……………

…
………………

………

……　　　　
後列　左から　島田氏　鈴木氏　吉田氏　壬生高等学校　森澤校長
前列　左から　網野氏　小菅町長　岩﨑氏　田村氏

栃木県更生保護大会

壬生町更生保護女性会

民間協力者（社会を明るくする運動）

下野保護区保護司会壬生町分区

口勉さんが100歳の誕生日を１月７日（火）に迎えられ、
小菅町長がご自宅を訪問し、長寿をお祝いしました。

　勉さんはとてもお元気なご様子で、町長の訪問をお庭に出
て歓迎してくださいました。
　歓談では、勉さんが保管している戦時中や昭和中期の資料
が披露され、当時の記憶とともに大変貴重なお話を伺うこと
ができました。
　また、勉さんは時事にも精通していて、長年お勤めだった
お仕事と町との関わりや、町の歩み、最近の出来事に至るま
で多岐に渡るお話に、大変賑々しい時間となりました。
　最後には町長と固い握手を交わし、庭に出てお見送りをし
てくださいました。
　これからも健やかに長生きをしていただきたいと思います。

江口勉さん100歳おめでとうございます
江

町では、敬老事業として100歳を迎えられた方の長寿をお祝いしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 やすたけ

あらかわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 たかやま　　　　　　　　　　　　　　　　　    さ やま

え   ぐち つとむ

表彰

もりさわ

表彰



生町消防団は、１月12日（日）に町内全域で行われた、しば焼きの警戒活動を実施しました。
　各自治会から要請があり、しば焼きに伴う火災等が発生しないよう、事前に枯草等に放水したり、道

路沿いのしば焼きでは煙による視界不良が発生するため、交通整理を行ったりしました。
　しば焼き終了後は再度現場を見回り、残り火による再燃がないよう放水し残火処理にあたるなどしま
した。

○C柊あおい

5

嘉陽が丘で環境保全活動を実施

壬

月３日（日）嘉陽が丘にて環境保全活動を実施し
ました。

　この活動は、自然豊かな里山の維持・管理を目的と
して、毎年、嘉陽が丘里山の会（坂田昇一会長）を主
体に、地元上稲葉地区の住民の方などが、嘉陽が丘ふ
れあい広場周辺山林の下草刈りや間伐、ごみ拾いを実
施しています。
　安全・安心で豊かな里山が保たれ、遊歩道でのウォ
ーキングやランニングのコースとして地元の方に利用
されているほか、サバイバルゲームのフィールドとし
て活用され、また、最近では、大河ドラマ撮影のロケ
地としても利用されました。

11

粂川武正氏よりピアノを寄贈いただきました
月３日（火）に粂川武正氏よりグラ
ンドピアノの寄贈がありました。

　このグランドピアノは壬生少年少女
合唱団の故粂川ヒロ子前団長に愛用さ
れていたもので、壬生少年少女合唱団
の皆さんの希望もあり寄贈いただける
ことになりました。
　今後は城址公園ホール（壬生中央公
民館）展示資料室に設置し、壬生少年
少女合唱団の活躍の場、社会教育事業
のため大切に活用させていただきます。

12

くめかわたけまさ

しば焼き警戒活動壬生町消防団活動紹介

延焼防止のため放水する消防団員 交通事故防止のための警戒

さか た しょういち

くめかわ  ひ　ろ　こ



連が世界人権宣言を採択した12月10日（人権
デー）を最終日とする１週間（12月４日～10

日）を法務省の人権擁護機関では、人権週間と定めて
います。
　世界人権宣言の意義を訴えるとともに人権尊重思想
の普及高揚のための啓発活動として、町人権擁護委員
協議会（北見修会長）では、12月10日（火）にみぶハイ
ウェーパークみらい館で街頭啓発活動を実施しました。
　また、当日は特設人権相談所を役場本庁内に開設
し、相談業務を実施しました。

月11日～１月３日の年末年始特別警戒に合わせ、壬生町防犯組合連絡協議会では、栃木警察署と合
同で12月18日（水）にカインズ壬生店で街頭啓発活動を実施しました。

　また、町内の壬生・稲葉・睦・南犬飼の各地区防犯組合では、期間中、のぼり旗の掲出や防犯パトロー
ルを行うなど、町民の防犯意識を高める活動を行いました。

きた  み おさむ

月12日（木）いきいき壬雷クラブ連合会（日向野有功会長）の主催により、城址公園ホール（壬生中央公民
館）大ホールにおいて、第47回演芸大会が５年振りに開催されました。

　演芸大会は、高齢者が演芸を通じて会員相互の親睦と楽しい一日を過ごすと共に、生きがいを高めることを目
的にコロナ禍前は毎年開催していました。
　今年は、前回開催時よりも少ない66名の発表となりましたが、会員は自慢の歌や踊りを披露し、会場内は観客
からの大きな拍手と歓声に包まれていました。
　そして、最後の演目となった「かんぴょう踊り」では、アンコールの声が飛び交うほどの大盛況でした。
　昼休みは、中ホールでお弁当を食べながら親睦を深め、会員の皆さんの満足そうな笑顔が見られました。

人権擁護委員が街頭啓発活動を実施

6

国

12
年末年始特別警戒期間中における街頭広報を実施

第47回いきいき壬雷クラブ連合会

12
「演芸大会」開催

※いきいき壬雷クラブ連合会加入単位クラブには、仲間づくりを基本とする「生きがいづくり」「健康づくり」「地域づくり」を
目指した活動に参加していただける、概ね60歳以上の方であればどなたでも入会できます。ぜひ、お友達を誘って入会ください
◎問合せ　いきいき壬雷クラブ連合会事務局　☎（82）7899

ひ　が　の  ゆうこう

かんぴょう踊り歌と踊りの共演



くべランチは令和３年９月から始まった、かんぴょうを多く使用した給食のことで、月に１回、町立小中学校の
全10校で、児童が町の特産であるかんぴょうを味わい、より知ってもらう食育の機会のために実施しています。

　また、漢字のかんぴょう（干瓢）の『干』の字が『一』と『十』で成り立っていることから、栃木県園芸特産振興協会
〈現（一社）とちぎ農産物マーケティング協会〉が１月10日を『かんぴょうの日』と制定しました。
　かんぴょうの日のふくべランチでは、かんぴょうフライのサラダが提供され、子どもたちは「柔らかく美味しかった」、
「かんぴょうの給食は楽しみ」と大好評でした。

○C柊あおい

7

ふ
1月10日かんぴょうの日にふくべランチを実施

壬生東小学校

月５日（日）、城址公園ホール（壬生中央公民館）において、書初め席書大会実行委員会（越谷靖子委員長）主催
の第13回壬生町新春書初め席書大会が開催され、34名の子ども達が参加しました。参加者は、冬休みの宿題で
ある課題（県書写書道教育研究会主催）を集中して書き上げていました。

　また、書初め終了後に参加者全員で書道パフォーマンスを行い、色とりどりの丸い紙に参加者が思い思いの夢を書い
て作品を作りあげました。

１
第13回壬生町新春書初め席書大会開催

書道パフォーマンスをした皆さん 大会の様子

月２日（日）に小学生を対象にした、第36回みぶっ子カルタとり大会（主催：町子ども会育成会連絡協議会・教
育委員会）が、城址公園ホール（壬生中央公民館）中ホールで開催されました。

　低学年の部（１～２年生）、中学年の部（３～４年生）、高学年の部（５～６年生）に分かれて競技を行い、合計
36名が参加しました。大会運営にあたり、13名の中高生が同協議会の理事やサポーターの皆さんと一緒に、会場準備、
受付、読み手、審判・記録などの仕事に携わりました。
　小学生が集中してカルタを見つめる姿や、子どもと一緒に一喜一憂する保護者の姿が見られ、会場は大いに盛り上がりました。
　なお、低学年の部では壬生小学校２年生の葭葉海葵さん、中学年の部では安塚小学校３年生の五十嵐麻佑子さん、高
学年の部では安塚小学校６年生の五十嵐理佐子さんが優勝しました。

２
第36回みぶっ子カルタとり大会を開催

こしがややす こ

　　　　　　　　　よし ば    み  あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いがらし　ま　ゆ　こ

 いがらし　り　さ　こ



　１月26日（日）、第66回栃木県郡市町対抗駅伝競走大会が、２年ぶりにロードレース形式として、カンセ
キスタジアムとちぎからニッコークリエートスポーツフィールドとちぎを往復する10区間65.2kmの新コ
ースで開催されました。
　今大会で14度目の出場となった壬生町駅伝チーム（大関卓監督）をはじめ、県内郡市町より29チームが
参加し、懸命にたすきを繋ぐ選手達の熱き戦いが展開されました。　
　本町駅伝チームは、10月より町総合公園陸上競技場等で強化練習を実施し、陸上競技会や各種マラソン
大会、そして12月の第13回壬生町ゆうがおマラソン大会に参加するなど、力をつけてきました。
　「100％の力を絞り出せ！」をスローガンに掲げ、選手達は持っている力を出し切り、素晴らしい走りを
見せてくれました。
　当日、町内３ヶ所の中継所や沿道では、獨協医科大学より寄贈されたのぼり旗と横断幕が掲げられ、町民
の皆さんの大きな声援の中選
手が駆け抜けていきました。
出場した選手達からは「壬生
町の声援が励みになりたくさ
んの力をいただいた」と感謝
の声がありました。たくさん
の大きな温かいご声援、誠に
ありがとうございました。
　今後とも、「壬生町駅伝チ
ーム」への応援をどうぞよろ
しくお願いいたします。
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おおぜきすぐる

第１区
第２区
第３区
第４区
第５区
第６区
第７区
第８区
第９区
第10区

15
15
15
14
14
11
6
10
12
16

15
11
20
15
17
11
6
28
24
21

31分18秒
11分29秒
11分58秒
33分26秒
20分44秒
20分56秒
31分00秒
14分19秒
13分12秒
35分56秒

31分18秒
42分47秒
54分45秒

1時間28分11秒
1時間48分55秒

20分56秒
51分56秒

1時間6分15秒
1時間19分27秒
1時間55分23秒

そう と  め　   いく や

おおがね　  り  く

なかごう　  み  き

とち ぎ　  ゆう き

 え また　   る  い

 え はら　りょうま

ちょう  てっぺい

わたなべ　ふみ か

なかごう　かず ま

いしづか　 まこと

早乙女　侑弥
大金　莉久
中郷　美希
栃木　祐輝
江俣　類以
江原　崚真
長　哲平
渡部　史香
中郷　和真
石塚　真人

駅伝選手記録（全29チーム）
通過記録 順位区間 選手名 区間記録 順位

往復/総合記録
総合順位 往復総合記録
16

往路順位
14

復路順位
16

3時間44分18秒
往路記録

1時間48分55秒
復路記録

1時間55分23秒

第66回栃木県郡市町対抗駅伝競走大会

壬生町駅伝チームが出場壬生町駅伝チームが出場壬生町駅伝チームが出場

スポーツ施設は４月１日から、毎週月曜日が休業日になります
　壬生町のスポーツ施設は現在、毎月第１月曜日を休業日としていますが、老朽化した施設の安全性確保を
目的にメンテナンス等の機会を設けるため、４月１日から原則、毎週月曜日（祝日の場合は、翌平日）が休
業日になります。利用者の皆さんにはご不便をおかけしますが、ご理解の程よろしくお願いします。

●壬生町総合運動場
　　グラウンド・テニスコート・体育館（ボルダリングルーム）・
　　管理棟（トレーニングルーム・会議室）・武道館・弓道場
●北部運動場
●南部運動場 ◎問合せ　スポーツ振興課施設係　☎（82）2345

対象施設

スポーツ施設は４月１日から、毎週月曜日が休業日になります



しののめ花まつり
Lady like marché
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第17回栃木県小学生駅伝競走大会

　１月26日（日）、第17回栃木県小学生駅伝競走大会がニッコークリエートスポーツフィールドとちぎ特設
コースで開催され、壬生町から２チーム（壬生ミライ・壬生スカイ）が出場しました。
　町内の各小学校から集まった５・６年生男女20名の子ども達は、監督・コーチの熱心な指導のもと、10
月より今大会に向けて一生懸命練習に励み、練習会を重ねるにつれ、チーム内での絆も強くなっていきまし
た。さらにゆうがおマラソン前日の11月30日（土）には、シドニー五輪女子マラソン金メダリストの高橋尚
子さんからランニングクリニックとして直接指導を受け、より意欲が高まっていきました。
　大会当日は、練習の成果を十分に発揮し、チーム一丸となって一本のたすきをつなぎ、壬生ミライは８位
となり、初の入賞を果たしました。壬生スカイもゴールまで諦めず、力強く元気な走りを見せてくれました。
　将来を担う子ども達が精
一杯走る姿に、町民の皆さ
んをはじめ、多方面から多
くの激励の声をいただきま
した。温かいご声援、誠に
ありがとうございました。
　参加した子ども達が、心
身ともに健康に育ち、更に
活躍していくことを願って
います。また、今後は「壬
生町駅伝チーム」の一員と
なり、風のように壬生路を
駆け抜ける勇姿を期待した
いと思います。

壬生町小学生駅伝チームが出場壬生町小学生駅伝チームが出場壬生町小学生駅伝チームが出場

　次の期間内において、しののめ花まつりおよびLady like marchéを開催します。
　しののめ花まつりでは、近年行っている和傘・行灯・LEDライトによるライトアップをはじ
め、飲食店の出店および地元吹奏楽団等によるミニコンサートも予定しています。
　Lady like marchéでは、ハンドメイド商品の販売やキッチンカーの出店を予定しています。
　なお、両イベント開催期間に合わせて、城址公園内のライトアップも実施します。
　駐車場に限りがありますので、乗り合わせまたは、公共交通機関を利用してください。

◎問合せ　町観光協会　☎（81）1844

開催しののめ花まつり令和７年

○開催日しののめ花まつり

Lady like marché ○開催日

○場　所

３月29日（土）～４月６日（日）
4月12日（土）・13日（日）

壬生町東雲公園

Lady like marché
しののめ花まつり
Lady like marché
しののめ花まつり
Lady like marché

Lady like marchéの関連記事を本誌29ページに掲載しています。
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中学生および青少年による地域活動の推進 令和６年度版
第３号　Winter　Ver.

Mibu だより
町教委HP

ハートふ.る.るdays 第２・３弾（ボランティアスクール） 未来の自分のための心あたたまる３日間

壬生町教育委員会ウェブサイトでも中学生・青少年による地域活動の情報を発信しています 検 索壬生町教育委員会生涯学習課

ふ. る. る
中学生・青少年による地域活動にご理解とご協力をお願いします！

12月26日（木） 企画：子育て支援センターひよこ

講師：相田助産所長 助産師 相田美智子　氏
      　子育て支援センターひよこ職員

『いのちのおはなしと
赤ちゃんとのふれあい交流』

あい だ   み  ち  こ

【参加した子どもたちの声】
　いのちの大切さを改めて知りました。
　赤ちゃんを抱っこしていたら腕が痛い
なと思いました。世の中の母親はすご
い！！
　妊婦ベストと人形を同時に持った時、
２人の子どもを育てるときはこんな感じ
なのだなと感じました。

１月18日（土） 企画：子育て支援センターつばめ

講師：子育て支援センターつばめ職員

『「親子遊び支援」の体験をしよう!』

【参加した子どもたちの声】
　小さな子たちとふれあうことができてとても楽しかったし、
幸せな時間でした。特に子どもたちがなついてくれて、抱っこ
をさせてくれたことがとても嬉しかったです。すごくみんな可
愛くて癒されました。貴重な時間・機会を作ってくれてありが
とうございました。
　自由に過ごしている自分の子を追いかけたり、感情を受け止
めたり親ってすごいなと思いました。

１月18日（土） 企画：子育て支援グループ「ポケット」

講師：食生活改善推進員、健康福祉課健康増進係職員

『災害時でも簡単に作れ、不足しやすい
　　栄養を補い気持ちも温まる楽しい調理』

【参加した子どもたちの声】
　災害時には知らない人とも協力して助け合わないといけない
ので、グループのメンバーが初めて出会った人でしたがちょう
ど良いシミュレーションになりました。
　寒い中でこのような温かな食事をとれることは災害時に嬉し
いことだと思いました。

12月27日（金） 　　　　　企画：児童館

講師：空環境芸術研究室・
　　　文星芸術大学名誉教授　林香君　氏
　　　（株）アクトリーＲ＆Ｄセンター
　　　　　　　　　　　課長　 工藤享　氏

『SDGsを学ぼう！ 』

はやしか   く

くどうすすむ

【参加した子どもたちの声】
　ＡＣＴＲＥＥさんの行っている事業や
ＳＤＧｓの取り組みについて詳しく知る
ことができました。　　　　　　
　ＳＤＧｓに貢献できるきっかけになれ
るとても良い機会になりました。特にお
皿を作るのがとても楽しかったです。

12月27日（金） 　　　　　企画：児童館

講師：児童館職員

『「親子遊び支援」の
　　　　　体験をしよう！』

【参加した子どもたちの声】
　「親ってすごいな」と思いました。
　子育ては大変だけど、児童館ではイベ
ントがあり、私たちも児童館を使ってよ
いことを初めて知りました。
　最初はお互い緊張していたのですが、
後半赤ちゃんが笑顔になってくれてとて
も嬉しかったし、楽しかったです。
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12/15（日）ふ.る.るMibu 絵本と音楽によるクリスマスコンサート運営スタッフボランティア
会　場：城址公園ホール　中ホール　　　主　催：壬生町教育委員会

〒321-0292　壬生町大字壬生甲3841番地1発行：壬生町教育委員会事務局
　　　生涯学習課 ☎（81）1873 ／ FAX（82）0935 メール　gakusyu@town.mibu.tochigi.jp

【参加した子どもたちの声】
　司会台の飾りつけを担当しました。自分の考えを採用して飾りつけをしました。アイディアを出して、自分の意見がとおった
ので、うれしかったです。
　今日初めて会った人たちと、みんなでスタッフとして活動できたことが楽しかったです。活動に参加してみて、地域の人たち
との交流が深められ、地域のためにこんなにも大人が関わっていることを初めて知りました。
　舞台を担当して、他校の子や他学年の子と協力して、会場準備をすることができました。演奏や合唱がすごかったし、小さい
子がとてもかわいかったです。
　受付を担当しました。渡す人に合わせて、説明に用いる言葉を変えたり、渡せなかった人に後から「失礼します！」と言って
から伝えたりするなど、場に応じた対応をすることができました。その時に「ありがとう」「どうも」と言ってもらえて、嬉し
かったです。
　案内係を担当し、会場の銀のシートを張り付けたり、会場に来た人数を数えたりするなどとても大変でしたが、地域の人を案
内して交流ができたのかなと思います。参加したみんなが笑顔だったので、会場準備を頑張ってよかったなと思いました。

１/12（日）ふ.る.るMibu　二十歳の集い式　運営スタッフボランティア

【参加した子どもたちの声】
　受付をやっているときに「おめでとうございます」というと「ありがとうございます」と返してくれる方がたくさんいてとて
も嬉しかったです。イベントの運営の手伝いをしてみて、このようなイベントは協力してくださっている方たちがいるからでき
るものだと改めて感じることができました。
　中学生時代の仲間が「久しぶり！」と声をかけ合っているところを見て、この取り組みのおかげで二十歳の人たちは笑顔にな
れるのだなと思いました。最初にサポートしてくれた二十歳の人達もとても親切で、私が二十歳になってもボランティアをやり
たいです。
　今回スタッフとして活動をしてみて、二十歳の集いはこんな感じですごく大きなイベントなのだと実感しました。また、スタ
ッフとして活動したことで壬生町の二十歳を祝うことができたし、知り合いとも会うことができし、壬生町の人と関わることが
できてとても良い機会になりました。
　５年後は自分の番なのだと思うと、とても良い機会になりました。 

会　場：城址公園ホール　　　主　催：壬生町教育委員会



開 館 日　月曜日～土曜日（日曜・祝祭日・年末・年始は、お休みです。）
開館時間　４月～９月　午前９時30分～午後６時　　利用料　無料
　　　　　夏季休業期間は、午前８時30分～午後６時　　　
　　　　　10月～３月　午前８時30分～午後５時
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・０歳～18歳までの方が利用できます。乳幼児は保護者同伴でお越しください。小学生以上は、ひとりで利用できます。
　お家の人と帰る時間を約束してきましょう。来館する際は、ハンカチを持参し、入館時には、手洗い（手指消毒）の協力
をお願いします。
　また、感染症流行時には、小学生、中学生は職員が体調確認をします。
・利用者は、入館者名簿に名前と入館時の体温と入館時間を記入してください。（退館時には退館時間も記入をお願いします。）
　また年１回、登録カードに氏名・住所・保護者名・連絡先の記入をお願いしています。
・各行事・教室等の申込は、広報みぶにて１ヶ月前に掲載します。
・館内での水分補給以外の飲食（おやつ程度）においては、決められた場所でお願いします。ゴミは持ち帰りとなります。
　また、正午～午後１時の間は、館内の換気、消毒のため入館は控えてください。
・施設内は、利用人数定数を設けているため、希望に添えない場合もあります。

利用の仕方

　児童館は、地域における遊びおよび生活の援助と子育て支
援を行い、子どもの心身を育成し、情操をゆたかにすること
を目的とする児童福祉施設です。

壬生町児童館壬生町児童館

★プチ工作
折り紙や簡単な工作を紹介しています。
※月曜日～土曜日に開催しているので、好き
な時に来て参加してください。待ってます！

★相談
育児の不安や悩み、学校の事・
友達の事・何でも私達と話をし
てみませんか？

　ボードゲームで遊べる時もあるよ！
　開催はポスターやウェブサイトでお知らせし
ています

★マミータイム　【要申込】

未就園児親子を対象に小物づくりなどを通して
子育ての情報交換や相談・ママ友づくりを応援しています。

毎月１回（金）　午前９時45分～10時45分
　　　　　　　午前10時45分～11時45分

★はじめての児童館　
毎月１回（水）に開催しています。（要申込）　
児童館をはじめて利用する親子を応援します。



壬生町児童館
壬生丁281
☎（82）7388

★地域交流活動事業
　７月に夏まつり、11月に秋まつり、２月に節分会を開催しまし
た。ボランティアとして、夏まつり、秋まつりでは壬生高生や地域の方、
また、節分会では児童館運営委員の皆さんの協力がありました。
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食育講座きのこの北研 おもちゃ博物館へ行こう

避難訓練

食育講座

ベビーマッサージ

運動会ごっこ「お弁当作り」

交通安全教室

キッドビクス

児童館 活動紹介児童館 活動紹介児童館 活動紹介児童館 活動紹介

★ハートふるる：親子遊びを支援しよう
【陶芸教室】

【節分会】

【秋まつり】【夏まつり】 　中学生を対象に、生涯学習課と共同で親子遊び
の体験やSDGsを学ぶ機会を設け、参加してくれた
親子とふれあったり、株式会社アクトリーにて工場
見学や陶芸教室を行いました。

★ハートふるる：親子遊びを支援しよう
　例年４月に会員を募集して年間20回集団活動の場を提
供しています。１歳児クラス（木）・２歳児クラス（火）で
開催し、毎回色々な遊びを通して子ども達の成長を見守
っています。

★夏休み学習スペース利用の様子

省エネ電気教室木工教室

サイエンス教室押し花教室

黒板アート教室勾玉教室

絵画教室スポーツチャンバラ教室
★小学生対象教室開催事業

親子遊び
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

他市区町村から壬生町に
引越して来たとき 転入届

壬生町内で
引越しをしたとき

引越した日から
14日以内転居届

引越しする
予定の日の
前後14日以内

転出届

※上記届出の際、その他関連する手続きが必要になることがありますので、事前
に電話などで問合せてください

※マイナンバーカード・住民基本台帳カードを持ち、前市区町村で特例転出の手続きをし、転出証明書
が交付されていない場合は不要です

引越しの内容 届出の種類 届出の期間 注意事項

各種届出の際には、
届出に来た方の本人確認書類が必要です。
本人確認書類……マイナンバーカード、運転免許証、健康保険証など
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

引越した日から
14日以内

　海外に渡航する際、長期間（1 年程度）の滞在を予定している場合
には転出の手続きをする必要があります。また、外国人の方が、再入
国許可を得て長期間帰国する場合にも転出の手続きが必要です。

　マイナンバーカード、住民基本台帳カード、在留カード、特別永住
者証明書を所持している場合は手続きの際に必ずお持ちください。な
お、在留カード、特別永住者証明書については、役場本庁住民課での
み手続きすることができます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

●町内の学校間での転校
　転居届を提出する際に、転校前に在学していた学校の発行する「在学証明書」「教科
用図書給与証明書」を持って手続きをしてください。
●町外への転校
　在学していた学校の発行する「在学証明書」「教科用図書給与証明書」「日本スポーツ振興セ
ンターの加入に関する書類」を持って、転校先の市町村教育委員会へ手続きをしてください。
●町外からの転校
　転入届を提出する際に、転入前に在学していた学校が発行する「在学証明書」「教科用図書給
与証明書」「日本スポーツ振興センターの加入に関する書類」を持って手続きをしてください。
◎手続先・問合せ　学校教育課学校教育係　 ☎（81）1871

転校するとき

　国民健康保険に加入している方が、進学のため、他の市町村等に転出する場合、引き
続き壬生町の国保に加入することになりますので手続きをしてください。
必要なもの　・国民健康保険被保険者証等
　　　　　　・在学証明書
◎問合せ　住民課国保年金係　☎（81）1832

進学するとき

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

壬生町から他市区町村へ
引越すとき

手 続 先

前市区町村の
転出証明書※

が必要です

住民課住民係  ☎（81）1824
稲葉出張所　  ☎（82）1002
南犬飼出張所  ☎（86）0004

◎問合せ
　住民課管理係  ☎（81）1825

ウェブで簡単！！

　マイナンバーカードをお
持ちの方は、マイナポータ
ルで「転出届の手続き」が
できます
　詳しくは二次元コードか
ら町公式ウェブサイトを確
認してください
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※土曜日、日曜日、国民の祝日・休日、年末年始（12月29日～１月３日）は除きます

◎問合せ　住民課　☎（81）1824
　受付時間　平日午前８時30分～午後５時15分

※月曜日の午後５時15分～７時および休日は本庁のみでの受付となります
※休日はマイナンバーカード以外の業務は対応していません

受付日 受付時間
月曜日
火曜日～金曜日

午前８時30分～午後７時
午前８時30分～午後５時15分

平 日

休 日 ３月９日（日）
３月22日（土）

午前９時～11時30分

３月マイナンバーカード交付・申請日程

引越しの際は、マイナンバーカードも
変更手続きが必要になります！

マイナポータルからオンラインで
転出の手続きができます！

　引越しで住所が変わる場合、マイナンバーカードに新しい住所を追記する必要があります。転入・
転居届を提出する際に、併せてマイナンバーカードの変更手続きを行ってください。この際、暗証番
号の入力が必要になりますが、忘れた場合は再設定を行います。詳しくは住民課まで問合せてくだ
さい。壬生町から転出する方は、住民課でのマイナンバーカード変更手続きはありません。新住所地
の市区町村窓口で手続きをお願いします。

※転入の方で期限内に変更手続きを行わなかった場合、マイナンバーカードが失効することがあります。
なお、失効したカードの復活はできません。カードの再発行には手数料がかかります

　電子証明書が有効なマイナンバーカードをお持ちの方は、マイナポータルからオンラインで転出届
の手続きができます。このサービスを利用する方は、転出の手続きにあたり住民課窓口への来庁が原
則不要です。（転出証明書の交付はありません）
※マイナポータルから転出の手続きをした後は、転入先の市区町村の窓口に来庁の
うえ転入の手続きが必要です 詳しくはこちら　→　

① 転入の届出をした日から90日以内に変更手続きをしなかった場合
② 転出予定日から30日以内に転入の届出をしなかった場合
③ 新しい住所地に住み始めてから14日以内に転入の届出をしなかった場合
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新年度用障がい児者タクシー料金助成券の交付について新年度用障がい児者タクシー料金助成券の交付について

※出張所での受付・交付はしません。必ず役場健康福祉課で手続きをしてください。
※年度中であれば、交付期限はありません。例年４月は大変混雑します

　令和７年度の障がい児者タクシー料金助成券を
４月１日（火）から交付します。交付対象となる障
がいの程度は、身体障害者手帳１・２級、療育手
帳A・A１・A２、精神障害者保健福祉手帳１級で
す。施設に入所している場合は対象となりません。

　交付を希望する方は
　① 障害者手帳（必須）
　② 印鑑（必須）
　③ 令和６年度タクシー券の残り
　をお持ちの上、役場健康福祉課にて手続きしてください。

マイナンバーカード
が失効する場合

◎問合せ　健康福祉課障がい福祉係　☎（81）1829



国民年金のこんな時の届出
　３月から４月にかけては、入学や卒業、就職や退職、引っ越
し（転入・転出）等さまざまな異動が重なりやすい時期です。
必要な届出を忘れずに行いましょう！
　次のようなときには、国民年金加入者（第１号被保険者）の諸々の届出が必要
となります。必ず住民課または稲葉・南犬飼出張所へ届出をしましょう。

※国民年金の加入・種別変更の届出には、健康保険の異動をともなう場合があります。国民健康保険関連の届出がある
ときは、あわせて手続きをしてください
※第２号被保険者（厚生・共済年金の加入者）および、第３号被保険者（第２号被保険者の配偶者）の方は、事業所へ
届出を行いましょう

国民年金のこんな時の届出

手続きに必要なもの
すべての手続きには、マイナンバー（または基礎年金番号）と

 本人確認のための身分証明書が必要です

　海外に転出する方が、引き続き国民年金に
加入したいとき

　厚生・共済年金に加入していない方が
20歳になったとき

　会社等を退職したとき
（厚生・共済年金の資格を喪失したとき）

　厚生・共済年金加入者の被扶養配偶者では
なくなったとき

　配偶者が65歳に到達したことにより第３号
被保険者ではなくなったとき

　障害年金１級・２級を受給している方が第
１号被保険者となったとき

　在学中のため、保険料の納付が困難なとき

　会社を退職した、収入が少ない等により保
険料の納付が困難なとき

　平成31年２月以降、第１号被保険者が妊娠85日
以上の出産（死産・流産・早産を含む）をしたとき

　まだ、老齢基礎年金を請求していない方で
・60歳以上65歳未満で、
　「年金受給資格期間を満たしていない方」
　「国民年金受給額を満額に近づけたい方」
・65歳以上70歳未満で、
　「年金受給資格期間を満たしていない方」

　日本年金機構で加入手続きを行いますので、
自身での手続きは不要です。基礎年金番号通知
書・納付書等が住所地に送付されます

　年金手帳等の基礎年金番号のわかる書類、退
職日がわかる書類（健康保険資格喪失証明書等）
※扶養されていた配偶者も同時に手続きするこ
とができます

　年金手帳等の基礎年金番号のわかる書類、扶
養ではなくなった日がわかる書類（健康保険資
格喪失証明書等）

　年金手帳等の基礎年金番号のわかる書類
※配偶者が65歳到達時点で老齢基礎年金の受給
資格を満たしていない場合は、受給資格を満た
した月の翌月１日が種別変更日となります

　年金手帳等の基礎年金番号のわかる書類
※国内における協力者が必要です

　年金手帳等の基礎年金番号のわかる書類、年
金証書

　年金手帳等の基礎年金番号のわかる書類、学
生証のコピー（在学期間がわかるもの）または
在学証明書
※一部対象外の学校があります

　年金手帳等の基礎年金番号のわかる書類、離
職票または雇用保険受給資格者証等

　年金手帳等の基礎年金番号のわかる書類、母
子健康手帳
※出産予定日の６か月前から届出が可能です

国民年金のこんな時の届出国民年金のこんな時の届出

≪学生納付特例申請≫

≪国民年金保険料免除・納付猶予申請≫

≪産前産後免除該当届≫

≪第１号被保険者の資格取得 ①≫

≪第３号から第１号被保険者へ種別変更 ①≫

≪海外任意加入≫

≪法定免除申出≫

≪第１号被保険者の資格取得 ②≫

≪第３号から第１号被保険者へ種別変更 ②≫

≪高齢任意加入≫
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　年金手帳等の基礎年金番号のわかる書類、金
融機関の通帳・届出印（口座振替による納付が
原則となります）、共済組合の加入期間証明書
（共済組合に加入したことのある人のみ）
※出張所では手続きできません
※婚姻期間がある方の場合は、配偶者情報を記
載する必要がありますので、配偶者の「基礎年
金番号・生年月日・氏名・婚姻期間」が分かる状
態で来庁してください（証明書類等は不要です。）

こんな時…



　日本国内に住んでいる20歳以上の方は、学生の場合でも、国民年金に加入して保険料を納めなければいけません。
しかし、納付が困難な場合には『国民年金保険料学生納付特例』制度により、申請した年度の保険料の納付猶予を受
けることができます。（本人の所得審査があります）
　『国民年金保険料学生納付特例』を申請する際は、学生証のコピーまたは在学証明書の添付が必要です。なお、２年１
カ月前まで遡って申請ができますので、今まで保険料が未納になっていた期間があるという方も手続きを行いましょう。

《学生納付特例が認められると…》
◎承認された期間は、年金の受給資格期間に算入されます。
◎老齢基礎年金の受給額には反映されません。
　10年以内であれば、後から保険料を納付（追納）することができます。
（承認期間の古い順からの納付になります。また、３年度目以降は当時の保険料に加算金がつきます）
◎令和６年度までに国民年金保険料学生納付特例が承認された方には、４月上旬に日本年金機構から「令和７年度学生納
付特例申請書（ハガキ型）」が送付されます。所定事項を記入のうえ、高崎広域事務センター宛に返送してください。
　４月中に「令和７年度学生納付特例申請書（ハガキ型）」が届かなかった場合は、令和７年度分の学生納付特例の申
請をお願いします。

　前納割引（２年分・１年分・半年分）が適用になる国民年金保険料の納付は、４月30日（水）が納付期限です。国民
年金保険料を前納するときは、専用の納付書が必要です。
　３月～４月に国民年金の加入手続きをする方で、保険料の前納を希望する方は、早めに栃木年金事務所または住民
課国保年金係に納付書の発行を申し出てください。（申出が遅れた場合、納付書の送付が納期限に間に合わなくなる恐
れがあります）

○口座振替およびクレジットカードによる６カ月（４～９月分）、１年および２年前納の申込み期限は令和７年２月末となっています。
○令和６年３月から、国民年金保険料の口座振替・クレジットカードによる前納について、年度の途中からまとめて振替（立
替）できるようになりました。
○令和７年１月から、国民年金保険料の口座振替での前納に、新たな振替方法として「２年前納（４月開始）」が追加されまし
た。２年前納を希望する場合、「２年前納」と「２年前納（４月開始）」の２種類からいずれかを選択する必要があります。
口座振替納付申出書の提出後、直近の４月末に24カ月（２年）分の国民年金保険料をまとめて振替したい場合は、「２年前
納（４月開始）」を選択してください。
　直近の４月から２年前納の開始を希望する場合は、「２年前納（４月開始）」を選択し、２月末（必着）までに申出書を日
本年金機構に提出した方が対象です。なお、２月末までに申出書を提出した場合でも、口座の確認に時間を要した場合など４
月の口座振替に間に合わない場合があります。この場合、５月末に、「割引のない４月分保険料」と「５月分から翌々年３月
分まで23カ月分の前納保険料」を振替します。
※オンラインでマイナポータルを経由して「ねんきんネット」から口座振替を申し込むと口座の確認に時間がかからず、すみ
やかに前納を開始できます

令和７年度 国民年金保険料（令和７年４月～）： 月額17,510円

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（令和８年度：月額17,920円）

学生納付特例の

国民年金保険料には前納割引があります国民年金保険料には前納割引があります

学生の皆さんへ
国民年金保険料の 手続きはお済みですか？手続きはお済みですか？手続きはお済みですか？手続きはお済みですか？

●ねんきんダイヤル　　　　　　☎0570（05）1165
●栃木年金事務所国民年金課　　☎（22）4131（音声案内後２→２）
●町住民課国保年金係　　　　　☎（81）1827

◎問合せ

納　付　形　式
毎月納付
（月額17,510円×12か月）

２年分の前納（４月～翌々年３月分）

１年分の前納（４月～翌年３月分）

半年分の前納（４月～９月分）

各月の翌月末日
（休日の場合、翌営業日）

令和７年４月30日（水）
（専用の納付書が必要です）

年間210,120円

206,390円
 （3,730円割引）

409,490円
（15,670円割引）

104,210円
    （850円割引）

納　付　期　限納　　付　　額

※「２年前納」と「２年前納（４月開始）」の違いについて
・「２年前納」→ 手続き後、初回振替時に、当月分から翌年度３月分（13カ月から最大で24カ月の２カ年度分）の
保険料をまとめて振替（割引あり）
・「２年前納（４月開始）」→ 手続き後、初回振替時から当年度３月分保険料までは、毎月末日に１カ月分ずつ振替
（割引なし）。その後、最初の４月末にまとめて２年分の保険料を振替（割引あり）

〈口座振替の早割について〉
○口座振替には上記の他、「早割」による割引があります。令和７年度は17,450円（通常の保険料から60円の割引）です。
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　下記の事由により国民健康保険資格に変更が生じたときは、14日以内に
壬生町役場住民課もしくは稲葉出張所・南犬飼出張所へ必ず届出してください。
※来庁者の本人確認ができる書類（顔写真入りのもの、マイナンバーカードや運転免許証、パスポートなど）
をお持ちください。同一世帯の方であれば、資格情報のお知らせまたは資格確認書を交付することができます

※国民健康保険被保険者証を紛失したときは、本人確認ができる書類（顔写真入りのもの、マイナンバ
ーカードや運転免許証、パスポートなど）をお持ちのうえ、ただちに資格情報のお知らせまたは資格確
認書の交付申請をしてください

★国民健康保険限度額適用認定証や特定疾病療養受療証がある場合はそちらもお持ちください。
★職場の健康保険に加入した場合や他市区町村へ転出した場合等、本来なら壬生町国民健康保険の資格がない
のにもかかわらず、医療機関等で壬生町交付の国民健康保険被保険者証・資格確認書の使用は絶対にやめてく
ださい。
★国民健康保険の資格がない期間に、誤って国民健康保険被保険者証・資格確認書を使用した場合、後日壬生
町が負担した医療費を請求することがあります。
★職場の健康保険を脱退し、他の健康保険等に加入しない場合は、速やかに国民健康保険加入の手続きをして
ください。職場から発行される「健康保険資格喪失証明書」をお持ちください。健康保険資格喪失日から国民
健康保険加入となり、国民健康保険税が賦課されます。

《国民健康保険の届出について》
～～～～～～～～～～～

◎問合せ　住民課国保年金係　☎（81）1832
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安心と安全の保証付車検を提供する まごころサービス
関東陸運局指定民間車検場　鈴木自動車販売

フリーダイヤル（通話料 当社負担）0120-12-0798

健康保険資格喪失証明書
（被扶養者がいない場合は離職証明書でも可）職場の健康保険を喪失したとき

転出証明書他の市区町村から転入したとき

国民健康保険被保険者証等他の市区町村に転出するとき

国民健康保険被保険者証等壬生町内で転居したとき

国民健康保険被保険者証等
加入した健康保険証等職場の健康保険に加入したとき

国民健康保険被保険者証等世帯主や世帯員に変更があったとき

国民健康保険被保険者証等
在学証明書等

修学等のため他市区町村へ住所を
変更するとき

国民健康保険被保険者証と卒業証明書（卒
業証書）・退学証明書等

修学により壬生町国保を取得して
いた方が卒業・退学したとき

国民健康保険を喪失

そ　の　他　届　出

国民健康保険に加入

手続きに必要なもの事　　　　由
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パスポートの手数料・受取までの
日数等が変わります

　旅券法施行令の一部改正（令和６年６月公布）により、都道府県分の手数料の標準額が改定されまし
た。これに伴い、栃木県手数料条例の一部が改正され、都道府県手数料が現在の2，000円から、書面によ
る申請の場合は2，300円に、オンライン申請の場合は1，900円になります。

　令和７年３月24日申請分から、旅券の偽変造対策を強化するため、顔写真ページにプラスチック基材を
用いた「2025年旅券」を発給します。

　「2025年旅券」から、旅券の作成が「各都道府県において作成」から、「国立印刷局一箇所において作
成」になります。そのため、申請から交付までの日数が、これまでの６営業日から11営業日に変更になり
ます。
※最短の交付日数です。配送遅延や繁忙期による納期遅延等により交付日が遅れる場合があります

　旅券のオンライン申請について、旅券の更新（切替申請）のみから、新規申請についても受付を開始し
ます。
　また、新規申請の場合は、戸籍謄本原本を提出する必要がありますが、オンライン申請を利用する場合
は、戸籍情報がシステム上で連携されるため、戸籍謄本原本の提出を省略できます。

※令和５年３月27日以降に申請した前回旅券が未交付失効し、失効日から５年以内に再度申請した場合
は、上記手数料より6,000円（国分手数料4,000円＋県分手数料2,000円）高くなります

令和７年３月24日から、下記事項が変わります。

【令和７年３月24日申請分からの旅券手数料】

10年有効旅券

５年有効旅券
（12歳以上）

５年有効旅券
（12歳未満）

残存有効期間
同一旅券

国分手数料

14,000円

9,000円

4,000円

4,000円

2,300円

2,300円

2,300円

2,300円

1,900円

1,900円

1,900円

1,900円

16,300円

11,300円

6,300円

6,300円

15,900円

10,900円

5,900円

5,900円

2,000円

〃　　

〃　　

〃　　

16,000円

11,000円

6,000円

6,000円

県分手数料 合計額
改正前 改正前

書面申請

オンライン申請

書面申請

オンライン申請

書面申請

オンライン申請

書面申請

オンライン申請

◎問合せ　住民課住民係　☎（81）1824

1. 手数料が変わります

2.「2025年旅券」の発給開始

3. 申請から受領まで２週間以上かかります

4. オンライン申請の対象拡大

パスポートの手数料・受取までの
日数等が変わります

19

改正後 改正後
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　NHK宇都宮放送局と壬生町では、壬生町合併70周年記念事業の一環として「NHKのど自慢」を実施します。この
番組は、“あなたの街の、みんなのステージ”をテーマに、地域のみなさんの歌声を全国にお届けします。みなさん
のご参加をお待ちしています！

壬生町合併70周年記念

１．日　　時

２．会　　場

３．主　　催

４．出演予定

５．出場申込

６．観覧申込

７．放送予定

８．問合せ

５月18日（日）　開場：午前11時　開演：午前11時50分　終演予定：午後１時20分
＜予選会＞ ５月17日（土）　開会：正午　結果発表：午後５時30分頃予定（当日発表）

城址公園ホール（壬生中央公民館） 壬生町本丸１丁目８番33号

NHK宇都宮放送局、壬生町

予選を通過した20組程度のみなさん

＜ゲスト＞ 島津　亜矢、大江　裕
＜司　会＞ 未定
※決まり次第、NHK宇都宮のホームページ等でお知らせします

以下のNHKサイトの専用申し込みフォームからお申し込みください。
（電話や郵便はがきでの申し込みは受け付けていません）
＜ＰＣ・スマホ＞ https://nhk.jp/utsunomiya/
＜締　切＞ ４月３日（木）午後11時59分
※応募者の中から200組程度を上限に選出のうえ、前日の予選会にご出場いただきます。
　当選の方には予選会のご案内を４月30日（水）頃に郵送します。落選された方には５月１日（木）午後３時以降に、
落選通知メールをお送りします。
※中学生以上の方で、原則としてアマチュアの方が対象です。
（中学生は予選会・本選どちらも保護者の同伴が必要です。保護者の名前と電話番号も入力、記入してください。）
※応募は１人（組）１件に限ります。
※グループでお申し込みの場合は、全員の名前と年齢、性別、職業を明記のうえ、代表者がお申し込みください。
※グループでご参加の場合、人数は４人を上限とします

以下のNHKサイトの専用申し込みフォームからお申し込みください。
＜ＰＣ・スマホ＞ https://nhk.jp/utsunomiya/
＜締　切＞ ４月10日（木）午後11時59分
【注意事項】
※ご応募は、お１人様１件に限らせていただきます。
※18歳未満の方が応募する際には、保護者の同意を得たうえで、申し込みフォームに「保護者の同意の有無」と
「保護者のお名前・電話番号」を必ず入力してください。
※入場は１枚で２人まで可能です。ただし、保護者１人につき２歳以下のお子様１人まで膝上観覧が可能です。
※応募多数の場合は抽選のうえ、当選された方には入場整理券を４月30日（水）頃に郵送します。落選された方に
は５月１日（木）午後３時以降に、落選通知メールをお送りします。

国際放送　５月18日（日）午後０時15分～１時（生放送）
※NHKプラスでインターネットでの同時配信／見逃し番組配信（放送後１週間）があります

【出場】NHK宇都宮放送局　☎028（634）9155（午前10時～午後５時 ※土日・祝除く）
 ホームページ　https://nhk.jp/utsunomiya/
【観覧】壬生町教育委員会事務局 生涯学習課 城址公園ホール（壬生中央公民館）
　　　　☎（82）0108（午前８時30分～午後５時 ※月・祝除く）
※荒天などの影響により公演を中止する場合があります。その場合、他の公演への振替はございません。また、事情により出演者や演出
など番組内容を変更する場合があります。あらかじめご了承ください
※予選会は公開で行う予定ですが、混雑の状況により入場を制限する場合があります。事前の申し込みは必要ありません。直接会場にお
越しください

「NHKのど自慢」
出場者・観覧者募集

しま づ       あ  や      おお え     ゆたか

大江　裕島津　亜矢

のど自慢イベントインフォ



◎問合せ 税務課収税係 　☎（81）1816 

（令和６年度作品）

納期月
税目

町県民税 軽自動車税 納 期 限介護保険料国民健康
保 険 税

後期高齢者
医療保険料固定資産税

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月

７年

８年

2 期

3 期

4 期

2 期

3 期

4 期

30日
２日

30日
31日
1日
30日
31日
1日
25日
2日
2日

4月
6月
６月

7月
9月
9月
10月
12月
12月
2月
3月

2 期

3 期

4 期

5 期

6 期

7 期

8 期

2 期

3 期

4 期

5 期

6 期

7 期

8 期

2 期

3 期

4 期

5 期

6 期

7 期

8 期

全期
1期および全期

1期および全期

1期および全期 1期および全期 1期および全期

◎問合せ

※年金特別徴収（天引き）の場合は、上記とは異なりますので納税通知書をご確認ください

中学生の部 小学生の部

納期カレンダー納期カレンダー納期カレンダー令和７年度

町税等の納付には、便利な口座振替をご利用ください。

21

納税ポスター標語 最優秀作品



・狂犬病予防法により、生後91日以上の犬の飼い主は、狂犬病予防注射を毎年１回受けさせ、注射済票
の交付を受けることが義務付けられています。
・上記日程で都合の悪い方は、最寄りの動物病院で接種してください。（料金は動物病院ごとに異なります）
・当日犬の体調が悪い場合や病気等により治療中の場合は注射を受けられない場合があるので、最寄り
の動物病院もしくはかかりつけの動物病院に相談してください。

日　　　　　時 場　　　所
藤井中央公民館前
愛宕台児童公園（表町）
生涯学習館北側駐車場（高速道路側）
稲葉地区公民館前駐車場
みぶハイウェーパークみらい館東側臨時駐車場
ひばりヶ丘公園（児童館東側）
壬生北小学校駐車場
羽生田集落センター
七ツ石伝承館
城址公園（壬生中央公民館）駐車場
おもちゃ団地協同組合北側駐車場
南犬飼地区公民館北側駐車場

午前９時～９時30分
午前10時～10時30分
午前11時～11時40分
午前９時～９時40分
午前10時10分～10時40分
午前11時10分～11時40分
午前９時～９時50分
午前10時20分～10時50分
午前11時20分～11時40分
午前９時～９時40分
午前10時10分～10時50分
午前11時20分～正午

病　院　名 電話番号住　　所
安塚８５２－８
北小林１１６５－３
通町１８－６７

☎（28）6933
☎（85）1152
☎（82）0067

アイリー動物病院
おもちゃのまちペットクリニック
奈良部動物病院

４月16日（水）

４月17日（木）

４月18日（金）

４月19日（土）

◎問合せ　生活環境課環境保全係　☎（81）1834

　犬の登録及び狂犬病予防集合注射を下記の日程で行いますので、最寄りの会場で接種してください。
○料　金　一頭につき
　　　　　・予防注射手数料…3,500円
　　　　　・登録手数料………3,000円（新規登録の場合のみ）
○日時・場所

（参考：町内の動物病院、五十音順）

・登録済みの犬の場合は、３月下旬に送付するはがき（「令和７年度犬の登録および狂犬病予防注射の
実施について」）を必ず持参してください。
・注射の際、飼い主の方は、注射ができる体勢で犬をおさえてください。
・まれに、注射後に体調を崩す場合がありますので、注射後は運動を控えてください。
・注射後、鑑札（狂犬病予防注射済票）を交付しますので、首輪等につけてください。

および犬の登録犬の登録犬の登録犬の登録 狂犬病予防狂犬病予防狂犬病予防狂犬病予防
の について集合注射集合注射集合注射集合注射 実施実施実施実施

令和７年度

集 合 注 射 時 の お 願 い
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令和７年３月１日～７日

春の火災予防運動春の火災予防運動春の火災予防運動春の火災予防運動

住宅用火災警報器は設置していますか？

第44回石橋地区少年消防クラブ防火標語展　《春季最優秀作品》

確認から始まるいつもの日常  油断から始まる大惨事
上三川町立本郷中学校 ２年　清水　俊助さん

　壬生町は防災情報伝達システム等による屋外拡声器でお知らせします。（随時）

　住宅用火災警報器は消防法・火災予防条例によりすべての住宅に設置
が義務付けられています。寝室や階段の天井、壁面に住宅用火災警報器
を設置して火災が発生した場合の逃げ遅れを防止しましょう。

住宅用火災警報器には寿命があります。
取り替えの目安は10年です。
あなたのご家庭では大丈夫ですか？

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

火災と救急・救助は「119番」

下野市・壬生町・上三川町
石橋地区消防団連絡協議会
石橋地区危険物保安協会
石橋地区女性防火クラブ連絡協議会

◎問合せ　通信指令課
☎0285（53）1119

消防・災害メールは、
こちらの二次元コード
から登録できます。

期間中

（3） こんろに火を点けたまま
でそばから離れない

（6） 住宅用消火器等
を設置する

（4） 住宅用火災警報機を設置する

（2） ストーブの近くに
燃えやすいものを置かない

（5） 寝具やカーテンなどには防炎品を使用する

（1） 寝たばこは絶対しない

（7） 日ごろから隣近所
との協力体制を作る

政府広報オンラインより引用

し みず    しゅんすけ

住宅用火災警報器は設置していますか？住宅用火災警報器は設置していますか？
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　石橋地区消防組合では、救急現場で搬送する病院を決める際に、傷病者の必要な情報を得る
ための時間を短縮する目的で、マイナンバーカードを活用した実証事業を行います。
　救急車を必要とする傷病者本人の同意を基本として、マイナ保険証を活用して通院履歴や服
薬情報等を把握し、救急業務を円滑化、迅速化します。
　いざという時に備え、日頃からマイナンバーカードを救急隊に提出できるようにしてくださ
い。ご理解とご協力をお願いします。

傷病者本人の情報を
正確に伝えられる

期間：令和７年度中
実施救急隊：石橋地区消防組合の全救急隊

病院の選定や搬送中の
応急処置を適切に行える

搬送先病院で治療の
事前準備ができる

マイナンバーカード

マイナ保険証の
利用登録はこちら

※マイナ保険証の利用登録が必要です

本実証事業にご協力いただくため
マイナンバーカードの携帯をお願いします

※本実証は総務省消防庁が全国の消防本部と連携して実施するものです

石橋地区消防組合警防課

☎0285（53）6167
実証事業に関する情報は特設
サイトでも確認できます

マイナ保険証を活用
するメリット

実証事業の概要

必要な準備

マイナ救急 実証事業を実施します

◎問合せ

　マイナンバーカードを救急車内のカードリーダーで読み取り、オン
ラインシステムから必要な情報（病歴、服薬等）を閲覧します。
※総務省消防庁の事業として行います



コールトリアージについてコールトリアージについてコールトリアージについて
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　コールトリアージとは、通信指令課員が119番通報の受信時に通報内容から緊急度を判定し、出動の優
先順位を決めることです。
　地震、台風等の大規模災害発生した場合など（救急事案多発時を含む）、119番通報が多発することが
予想されます。消防力（消防車や救急車）には限界があるためすべての事案に迅速に対応することが困難
となります。そのため、人命に関わる事案を優先的に出動させ１人でも多くの命を救うことが目的です。

緊急度の判定は、通報内容に応じて「緊急」「準緊急」「低緊急」の３つに分類します。
　「緊急（赤）」→ 優先して出動します。
　「準緊急（黄）」→ 出動の一時保留をお願いします。
　「低緊急（緑）」→ 出動を保留し、自助・共助による対応をお願いします。
　なお、「準緊急」「低緊急」で出動の保留をお願いした事案については、119番着信状況が収束し
た後、通信指令課員が通報者に連絡を取り、救急車が必要と判断した場合は出動し対応しますので、
ご安心ください。
　１人でも多くの命を救うためにご理解とご協力をお願いします。

119番通報が多発　　コールトリアージの実施

大規模災害時等発生（救急事案多発時を含む）

黄（準緊急）赤（緊急） 緑（低緊急）

出動を一時保留するが、赤（緊急）
事案の状況を勘案し出動

出動を保留し、自助・共助に
よる対応を依頼優先して出動

◎問合せ　石橋地区消防組合消防本部　警防課警防係
　　　　　☎0285（53）6167

119番通報
時の

119番通報
時の

畦畔・のり面・耕作放棄地の草刈りは忘れずに!!

農地の所有者、耕作者の皆さんには、農地の適正な利用・管理にご理解とご協力をお願いします。

農地の適正な利用・管理のお願い

　春になり暖かくなるこれからの季節は雑草が繁茂する時期です。
　農地の手入れがされず雑草が生えると、種の飛散や病害虫が発生します。また、有害
鳥獣のすみかになるなど、周辺の農地や地域住民の方に迷惑をかけることになります。
　農地の雑草について困っている方がたくさんいて、田畑の畔、のり面、農地の雑草に
ついて、問い合わせが多く寄せられています。

◎問合せ
　農業委員会事務局農地調整係　☎（81）1875
　町シルバー人材センター　　　☎（82）4682

　なお、自身での除草等の管理が困難な場合
は、町シルバー人材センターでも作業を請け
負っていますので、相談してください。



6 ピッピとあそぼう 午後1時30分～ 無料ぱなぱなのまち
ステージ

３歳から
小学生3/22（土） 30名

◎場所・問合せ　とちぎわんぱく公園　☎（86）5855
※各イベントについては天候等により中止の場合があります。とちぎわんぱく公園ウェブサイトで確認してください

No. タイトル名 対　象 参加費日　程 時　　間 場　所 定　員

3

1 3/15（土）・
6/14（土）

農業体験
ジャガイモくらぶ

A午前９時～10時20分
B午前10時40分～正午
C午後1時30分～2時50分
※抽選の為、時間選択できません

600円
（初回時徴収）

ぱなぱな工房・
なかよし農園

両日参加可能な
４歳～小学生

48名（各時
間16名）

2 いつでもどこでも
みんなでたのしもう

午前10時～午後3時
（受付は午後2時まで）3/16（日） こどもの城1階 どなたでも なし 無料

4
栃木県子ども総合科学館
サイエンスショー
「空気で遊ぼう」

午前11時～正午 こどもの城1階
ステージ どなたでも

3/20（祝木）・ 
25（火）・
26（水）・
30（日）

なし 観覧無料

5 無料午前10時～11時30分
カブトムシについて
学ぼう ぱなぱな工房 4歳から

小学生の親子3/22（土） 10組

7 ヤギと友だちになろう 午前10時～11時 100円なかよし農園 どなたでも3/23（日） 10組

8 3/23（日）
スプリングコンサート
～音楽集団宇都宮ウインズ～

午前11時～11時45分
午後2時～2時45分 観覧無料こどもの城1階

ステージ どなたでも なし

14 鯉のぼりの展示 午前8時30分～午後6時30分 観覧無料虹の広場 どなたでも4/5（土）～
5/6（火） なし

11 カヌー体験教室 午前10時～正午
午後1時30分～3時30分

冒険の湖
（受付：カヌー
の家）

小学３年生以上3/30（日） 各回12名 2,000円

9 3/25（火）・
26（水）

栃木県子ども総合科学館
「展示体験」

午前11時～正午
午後1時30分～3時 無料こどもの城1階 どなたでも なし

10 竹細工づくり 午後1時～３時3/29（土） こどもの城1階
ステージ こども 40名 200円

12 鳥を見よう 午前9時～11時30分 ぱなぱな工房
（探鳥は園内） 小学３年生以上4/5（土） 10名 無料

13 観覧無料午後1時～2時
ことぶきハーモニカ
アンサンブル

こどもの城1階
ステージ どなたでも4/5（土） なし

15 鯉のぼり＆
かぶと飾りの展示 午前9時30分～午後5時 要入館料ふしぎの船 どなたでも4/5（土）～

5/6（火） なし

16 4/6（日）
春のみんなの
“オカリナ・コンサート”

午前11時30分～午後0時30分
午後2時～3時 観覧無料こどもの城1階

ステージ どなたでも なし

17 4/12（土）・
7/5（土）

農業体験
スイートコーンくらぶ

A午前9時～10時20分
B午前10時40分～正午
C午後1時30分～2時50分
※抽選の為、時間選択できません

600円
（初回時徴収）

ぱなぱな工房・
なかよし農園

両日参加可能な
４歳～小学生

48名（各時
間16名）

とちぎわんぱく公園イベント情報とちぎわんぱく公園イベント情報とちぎわんぱく公園イベント情報

栃木県子ども総合科学館
科学工作「ストローとんぼ」
など

午後1時30分～3時 ぱなぱな工房
こども
（未就学児は親
子で）

3/20（祝木）・
30（日） なし 無料
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令
和
７
年
度
の
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

○
縦
覧
期
間　
４
月
１
日（
火
）〜
4

月
30
日（
水
）午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

※
月
曜
日
は
窓
口
延
長
の
た
め
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
7
時

○
縦
覧
場
所　
税
務
課
資
産
税
係

○
縦
覧
で
き
る
方　
納
税
義
務
者
ま

た
は
代
理
人
、
納
税
管
理
人

○
持
参
す
る
も
の　
納
税
通
知
書
や

運
転
免
許
証
等
で
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
。

※
代
理
人
の
方
は
委
任
状
が
必
要

◎
問
合
せ　
税
務
課
資
産
税
係　
☎

（
81
）１
８
１
８

　　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
対
し

て
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
下
記
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
は
、
「
商

品
で
あ
っ
て
使
用
し
な
い
軽
自
動
車

等
（
登
録
番
号
又
は
標
識
番
号
を
有

す
る
も
の
）
」
と
し
て
、
申
請
に
も

と
づ
き
当
該
年
度
の
課
税
を
免
除
し

ま
す
。

○
課
税
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
者

・
申
請
時
に
お
い
て
、
町
税
の
滞
納

が
な
い
こ
と
。

○
課
税
免
除
と
な
る
軽
自
動
車
等
の

範
囲

・
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
に
取
得

し
て
い
る
車
両
で
あ
る
こ
と
。

・
商
品
車
（
販
売
を
目
的
と
し
て
取

得
）
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
貸
付

を
目
的
と
し
て
取
得
し
た
も
の
は
除

く
。

・
使
用
し
な
い
（
販
売
を
目
的
と
し

て
一
定
の
場
所
に
置
か
れ
た
）
軽
自

動
車
等
で
あ
る
こ
と
。

※
販
売
用
の
車
両
で
あ
っ
て
も
、
年

間
の
走
行
距
離
が
著
し
く
多
い
場
合

は
減
免
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
（
試
乗
、
回
送
、
代
用
車

と
し
て
利
用
す
る
等
、
自
走
し
て
公

道
を
走
行
す
る
車
両
は
減
免
に
な
り

ま
せ
ん
。
）

○
課
税
免
除
の
手
続
き

　
毎
年
、
賦
課
期
日（
４
月
１
日
）後

か
ら
15
日
ま
で
に
、
「
壬
生
町
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
課
税
免
除
申
請

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
古
物

商
許
可
証
の
写
し
と
課
税
免
除
を
希

望
す
る
車
両
の
車
検
証
の
写
し
を
添

付
し
て
、　
下
記
ま
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
税
務
課
諸
税
係
☎（
81
）

１
８
１
９
・
１
８
７
９

　　
春
の
神
社
で
素
敵
な
出
会
い
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
恋
の
花
を
咲
か
せ

ま
し
ょ
う
！ 

○
日
時　
３
月
30
日（
日
）午
前
10
時

受
付　
※
雨
天
決
行

○
場
所　
磐
裂
根
裂
神
社
（
安
塚
１

７
７
２
ー
１
）

○
対
象
者　
男
女
各
10
名　
概
ね
30

〜
50
歳
く
ら
い
ま
で
の
独
身
者

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

○
参
加
費　
男
性
３
，
０
０
０
円　

女
性
１
，
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※
軽
食
費
を
含
む
。
お
土
産
付
き

○
募
集
期
間　
〜
３
月
21
日（
金
）

○
応
募
方
法　

　
二
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
L
I
N
E

で
申
し
込
み

※
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
年
齢
・
性

別
・
職
業
・
電
話
番
号
・
〒
住
所
・

自
己
P
R
を
記
入

○
主
催
者
等　
主
催　
ハ
ッ
ピ
ー
チ

ャ
ン
ス　
後
援　
壬
生
町

◎
問
合
せ　
ハ
ッ
ピ
ー
チ
ャ
ン
ス
事

務
局　

☎
０
９
０（
１
２
０
７
）２
３

５
５

　
定
期
的
な
運
動
は
行
っ
て
い
ま
す

か
？
な
か
な
か
一
人
で
は
続
か
な
い

と
思
っ
て
い
る
方
、
効
果
的
な
運
動

が
分
か
ら
な
い
方
、
楽
し
く
身
体
を

動
か
し
た
い
方
等
、
専
門
の
先
生
の

指
導
の
下
、
仲
間
と
一
緒
に
運
動
習

慣
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
教
室
の
内
容
は
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
場
所　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
対
象　
町
内
在
住
の
74
歳
以
下
の

方
で
、
健
康
を
維
持
増
進
し
た
い
方

（
定
員
30
名
）

※
新
規
の
方
優
先

○
講
師　
鈴
木
玲
子
先
生

○
参
加
費　
無
料

○
申
込　
３
月
14
日（
金
）午
前
９
時

〜
３
月
28
日（
金
）　
左
記
へ
電
話
申

込
み

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

○
持
ち
物　
動
き
や
す
い
室
内
靴
・

タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
携
帯
電
話
（
経

過
記
録
用
）

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
健
康
増
進

係　
☎（
81
）１
８
８
５

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域

の
み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所
で
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
）

　
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、

ほ
っ
と
ひ
と
息
し
ま
せ
ん
か
。

◆
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
な
ご
み
」

○
日
時　
３
月
28
日（
金
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

○
場
所　
町
ふ
れ
あ
い
交
流
館
（
し

の
の
め
公
園
内
）

27

お し ら せ

税
務
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

固
定
資
産
税
に
係
る
「
土
地
価

格
等
縦
覧
帳
簿
」
お
よ
び
「
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧

に
つ
い
て

お し ら せ

商
品
で
あ
っ
て
使
用
し
な
い
軽

自
動
車
等
の
課
税
免
除
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
開
催
に
つ

い
て

健
康
福
祉
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

令
和
７
年
度　
メ
タ
ボ
予
防
教

室
の
開
催
に
つ
い
て

「
ち
ょ
っ
と
早
い
お
花
見
コ
ン

in
壬
生
」
開
催
の
お
知
ら
せ

こ
ど
も
未
来
課
か
ら
の

お
し
ら
せ

す
ず 

き 

れ
い 

こ

第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回

４月18日
５月16日
６月20日
７月18日
８月22日
９月19日

（金）
（金）
（金）
（金）
（金）
（金）

第７回
第８回
第９回
第10回
第11回
第12回

10月17日
11月21日
12月19日

令和８年１月16日
２月20日
３月27日

（金）
（金）
（金）
（金）
（金）
（金）

午後１時30分～３時30分

○日時



◆
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
福
来
（
ふ
っ

く
）
ら
」

○
日
時　
３
月
16
日（
日
）午
前
10
時

〜
11
時
頃

○
場
所　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

し
も
つ
け
荘　
ホ
ー
ル

《
共
通
事
項
》

○
参
加
費　
１
０
０
円

◎
問
合
せ
　
健
康
福
祉
課
介
護
保
険

係　
☎（
81
）１
８
７
６
・
１
８
７
７

　
壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

　
壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）２
１
１
９

　
家
族
を
介
護
す
る
方
が
、
悩
み
や

不
安
を
安
心
し
て
話
を
し
た
り
、
情

報
交
換
を
す
る
場
と
し
て
、
介
護
者

サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
者
の
方
同
士
で
自
分
の
体
験

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
励
ま
し
あ
い
、

親
睦
を
深
め
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い

介
護
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

○
日
時　
４
月
11
日（
金
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分

○
場
所　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
活
動
内
容　
介
護
者
サ
ロ
ン
で
は

参
加
者
の
話
を
聞
い
た
り
、
自
分
の

体
験
を
話
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
自

分
か
ら
話
を
す
る
の
が
苦
手
な
方
で

も
、
話
を
聞
く
、
情
報
を
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
町
職
員
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
も
出
席
し
て
い
ま
す

の
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

悩
み
な
ど
を
お
話
く
だ
さ
い
。

※
介
護
者
サ
ロ
ン
で
話
し
た
内
容
を

他
に
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

○
参
加
費　
無
料

○
申
込
方
法　
４
月
９
日（
水
）ま
で

に
左
記
へ
電
話
申
込
み
。

◎
問
合
せ　
町
健
康
福
祉
課
介
護
保

険
係　
☎（
81
）１
８
７
６
・
１
８
７

７
　
壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

　
壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）２
１
１
９

　
町
社
会
福
祉
協
議
会　
☎（
82
）７

８
９
９

　
話
を
聴
い
て
貰
い
た
い
方
、
話
を

聴
い
て
く
れ
る
方
が
い
な
い
方
、
話

を
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
方
、

ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
個
別
対
面
で
、
会
員
が
話
を
お
聴

き
し
ま
す
。
会
員
は
男
女
あ
わ
せ
て

約
50
名
お
り
、
全
員
傾
聴
ス
キ
ル
を

習
得
し
て
い
ま
す
。

※
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
他

に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

○
参
加
費　
無
料

○
安
塚
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
安
塚
１
１
８
０
番
地
２
）

・
実
施
日
時　
４
月
７
日（
月
）午
前

10
時
〜
11
時

※
原
則
毎
月
第
１
月
曜
日
に
実
施
し

ま
す
（
５
月
と
11
月
は
第
３
月
曜

日
）

○
睦
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
幸
町
一
丁
目
３
番
８
号
）

・
実
施
日
時　
４
月
15
日（
火
）午
前

10
時
〜
11
時

※
原
則
毎
月
第
３
火
曜
日
に
実
施
し

ま
す

○
壬
生
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
壬

生
甲
３
８
４
３
番
地
１
）

・
実
施
日
時　
４
月
10
日（
木
）午
前

10
時
〜
11
時

※
原
則
毎
月
第
２
木
曜
日
に
実
施
し

ま
す
（
８
月
は
休
み
）

◎
問
合
せ　
町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
き
か
せ
て
」
会
長　
佐

藤　
☎（
82
）３
９
０
２

　
町
社
会
福
祉
協
議
会　
☎（
82
）７

８
９
９

　
認
知
症
予
防
へ
の
取
り
組
み

〜
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
は
ご
存
じ
で
す
か

〜○
日
時　
３
月
16
日（
日
）午
前
11
時

〜
12
時
30
分

○
場
所　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
し
も
つ
け
荘

○
講
師　
獨
協
医
科
大
学
日
光
医
療

セ
ン
タ
ー　
認
知
症
看
護
認
定
看
護

師　
井
上
宗
典
氏

○
対
象　
町
内
在
住
又
は
町
内
の
事

業
所
に
勤
務
し
、
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
家
族
の
方
や
、
興
味
関
心
が

あ
る
方

◎
問
合
せ　
壬
生
北
地
区
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

　
シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校
同
窓
会
で

は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深

め
、
広
く
披
露
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
『
第
18
回
作
品
展
』
を
開
催

し
ま
す
。

　
卒
業
生
の
趣
味
と
経
験
を
生
か
し

た
創
作
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
、

同
窓
会
会
員
の
創
作
し
た
作
品
（
書

道
、
絵
画
、
陶
芸
、
写
真
、
絵
手
紙
、

俳
句
、
竹
絵
、
パ
ソ
コ
ン
絵
等
）
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉
活
動
の
展
示
を

し
ま
す
。

○
日
時

・
第
１
日
目　
４
月
19
日（
土
）正
午

〜
午
後
５
時
30
分

・
第
２
日
目　
４
月
20
日（
日
）午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時

○
場
所　
栃
木
市
文
化
会
館
展
示
室

（
と
ち
ぎ
岩
下
の
新
生
姜
ホ
ー
ル
）

栃
木
市
旭
町
12
ー
16

◎
問
合
せ　
作
品
展
実
行
委
員
会
委

員
長　

鈴
木　

浩　

☎
0
9
0（
3

2
2
8
）3
9
8
2

　
作
品
展
実
行
委
員
会
事
務
局
長　

小
林　

恒
雄　

☎
0
8
0（
1
0
7

5
）2
2
7
1

　
年
齢
を
重
ね
て
も
、
ま
だ
ま
だ
元

気
で
働
き
た
い
意
欲
の
あ
る
60
歳
以

上
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん

か
？
新
規
会
員
へ
の
入
会
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
な
お
、
左
記
の
日
程
で
は

都
合
が
つ
か
な
い
方
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

○
日
時　
４
月
１
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
（
概
ね
30
分
）

○
場
所　
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

研
修
室
（
役
場
庁
舎
西
）

○
入
会
資
格　

・
町
内
在
住
で
、
原
則
60
歳
以
上
の

方・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
（
特

別
な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
）

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、

賛
同
さ
れ
る
方

○
説
明
会
内
容　
入
会
資
格
・
シ
ル

バ
ー
事
業
の
趣
旨
・
概
要
の
説
明
、

入
会
申
込
書
の
記
入
方
法
、
質
疑

　
長
い
経
験
と
キ
ャ
リ
ア
を
持
っ
た

元
大
工
等
の
会
員
が
技
と
心
で
研
ぎ

ま
す
。
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お し ら せ

令
和
７
年
度　
第
１
回
介
護
者

サ
ロ
ン
の
開
催
に
つ
い
て

「
傾
聴
の
部
屋
」
の
ご
案
内

家
族
介
護
者
教
室
の
開
催
に
つ

い
て

シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校
同
窓
会

『
第
18
回
作
品
展
』
の
開
催
に

つ
い
て

刃
物
研
ぎ
の
お
知
ら
せ

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
会
員
募
集
中（
入
会
説
明
会
）

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

い
の
う
え
む
ね
の
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

と
う

　
　
　
　
　

  

す
ず  

き     

ひ
ろ
し

 
こ 

ば
や
し    

つ
ね  

お



○
日
程
・
場
所

・
４
月
９
日（
水
）　
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
（
役
場
庁
舎
西
）

・
４
月
16
日（
水
）　
南
犬
飼
地
区
公

民
館　
分
館

○
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

（
多
少
前
後
す
る
事
が
有
り
ま
す
）

○
料
金　
菜
切
り
包
丁
３
５
０
円
、

出
刃
包
丁
４
５
０
円
、
鎌
２
０
０
円

〜
３
５
０
円
等

※
刃
こ
ぼ
れ
、
サ
ビ
落
と
し
は
、
割

り
増
し
（
状
況
に
よ
り
１
５
０
円
〜

２
５
０
円
）
と
な
り
ま
す

※
各
日
、
一
人
当
た
り
３
丁
ま
で
と

し
ま
す

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ
　（
公
社
）壬
生
町
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
☎（
82
）４
６
８

２
　　

令
和
７
年
度
に
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

か
ら
発
生
す
る
資
源
物
に
つ
い
て
、

入
札
に
よ
る
売
却
を
お
こ
な
い
ま
す
。

入
札
に
参
加
す
る
に
は
、
事
前
に
入

札
参
加
資
格
登
録
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
登
録
で
き
る
方
は
、
法
人
に
あ
っ

て
は
壬
生
町
、
栃
木
市
、
下
野
市
の

い
ず
れ
か
の
市
町
内
に
本
店
、
支
店

又
は
営
業
所
を
有
し
、
個
人
に
あ
っ

て
は
壬
生
町
で
事
業
を
営
ん
で
い
る

こ
と
等
の
登
録
資
格
条
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
て
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
又
は
下
記
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

○
売
却
す
る
資
源
物

　
可
燃
系
資
源
物
（
新
聞
紙
、
雑
誌
、

段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
、
布
類
）
お

よ
び
、
不
燃
系
資
源
物
〈
ア
ル
ミ
缶

プ
レ
ス
、
鉄
缶
プ
レ
ス
、
鉄
ク
ズ

（
雑
品
）
〉

○
入
札
参
加
資
格
登
録
申
込
方
法
等

　
申
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
「
令
和

７
年
度
壬
生
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
資
源

物
買
取
事
業
者
入
札
参
加
資
格
登
録

者
募
集
要
項
」
を
確
認
し
て
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
間　
随
時
受
付
中

○
提
出
書
類　
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
様
式
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

○
提
出
方
法　
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
ま

で
持
参

※
提
出
書
類
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

町
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
も
配
布
し
て
い

ま
す

※
な
お
、
入
札
は
四
半
期
毎
（
年
４

回
）
に
執
行
す
る
予
定
で
す
が
、
入

札
を
執
行
す
る
日
の
前
月
末
ま
で
に

登
録
申
込
書
等
を
提
出
し
、
受
理
さ

れ
た
方
が
入
札
に
参
加
で
き
る
有
資

格
者
と
な
り
ま
す

　
○
日
時　
３
月
21
日（
金
）午
前
10
時

〜○
場
所　
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
２
階　

会
議
室

○
対
象　
資
源
物
買
取
事
業
者
入
札

参
加
資
格
登
録
者

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
町
清
掃
セ
ン
タ
ー　
☎

（
82
）３
４
２
４

　
栃
木
県
で
は
盛
土
規
制
法
に
基
づ

く
規
制
区
域
を
令
和
７
年
４
月
１
日

に
指
定
し
、
運
用
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。
規
制
区
域
内
で
一
定
規
模
以

上
の
盛
土
等
を
行
う
場
合
は
、
事
前

に
許
可
ま
た
は
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
県
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
栃
木
県
県
土
整
備
部
都

市
政
策
課　

☎
０
２
８（
６
２
３
）２

８
０
１

　
本
誌
９
ペ
ー
ジ
で
お
し
ら
せ
し
た

と
お
り
、
マ
ル
シ
ェ
で
は
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
ク
ラ
フ
ト
の

販
売
や
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
出
店
し

ま
す
。

　
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
ブ

ー
ス
を
設
け
、
商
品
販
売
等
を
始
め

た
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
女

性
を
支
援
し
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

ョ
ッ
プ
ブ
ー
ス
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

左
記
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
マ
ル
シ
ェ
開
催
日
時　
4
月
12
日

（
土
）、
4
月
13
日（
日
）午
前
10
時
〜

午
後
4
時

○
場
所　
町
東
雲
公
園

○
説
明
会　
3
月
24
日（
月
）午
前
10

時
、
午
後
2
時

※
出
店
決
定
者
に
説
明
会
を
開
催
し

ま
す

◎
問
合
せ　
田
中
ひ
か
り　
☎
０
９

０（
２
１
７
２
）３
５
０
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
メ
ッ
セ
ー
ジ

○
入
居
申
込
資
格

①
現
在
同
居
し
て
い
る
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

（
３
ヶ
月
以
内
に
結
婚
、
同
居
す
る

婚
約
者
を
含
む
）

　
町
営
住
宅
に
単
身
で
入
居
を
希
望

す
る
方
で
も
、
一
定
の
条
件
を
満
た

せ
ば
申
込
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問

合
せ
て
く
だ
さ
い
。

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
方
（
申
込
者
ま
た
は
同
居
予
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お し ら せ

生
活
環
境
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

令
和
７
年
度
壬
生
町
清
掃
セ
ン

タ
ー
資
源
物
買
取
事
業
者
入
札

参
加
資
格
登
録
者
募
集
に
つ
い
て

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
、
盛

土
等
を
行
う
場
合
は
許
可
が
必

要
で
す

第
１
四
半
期
の
入
札
予
定
に
つ

い
て

商
工
観
光
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

壬
生
ま
ち
な
か
創
生
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
レ
ゼ
ン
ツ
「
L
a
d
y
l

i
k
e
マ
ル
シ
ェ
」
チ
ャ
レ
ン

ジ
出
店
者
の
募
集
に
つ
い
て

た 

な
か

Lady_like_m
arche

建
設
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集（
４
部
屋
）

住　宅 棟 階数 間取り家賃（円）

（駅東町4－24）
壬生駅まで徒歩約５分

下台団地

（壬生丁281）
国谷駅まで徒歩約７分

ひばりヶ丘団地

備　　考

　駐車場は１世帯に１台です。

　給湯器・浴槽・風呂釡・エア
コン・ガス台・居室照明器具は
ありません。

　家賃はあくまで予定です。
　家賃算定の結果この範囲外
になる可能性もあります。

　家賃のほか共益費がかかり
ます。

　家賃の金額は、所得によっ
て決まります。

18,100～
27,000円

３階４号棟 3Ｋ
（62.0㎡）

14,500～
21,700円４号棟 ２階 3Ｋ

（54.9㎡）

２号棟 12,800～
19,000円４階 3K

 (49.9㎡)

15,800～
23,600円２号棟 １階 3Ｋ

（54.9㎡）



定
の
方
が
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
場

合
は
原
則
と
し
て
申
し
込
む
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
）

③
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

④
暴
力
団
員
で
な
い
方
（
同
居
者
も

含
み
ま
す
）

⑤
所
定
の
計
算
方
法
に
よ
り
算
出
し

た
世
帯
全
員
の
所
得
額
が
次
の
金
額

以
下
で
あ
る
方

◇
世
帯
全
員
の
月
あ
た
り
所
得

・
一
般
世
帯　
１
５
８
，
０
０
０
円

以
下

・
裁
量
階
層
世
帯
（
※
参
照
）
２
１

４
，
０
０
０
円
以
下

※
障
が
い
者
の
い
る
世
帯
、
未
就
学

児
の
い
る
世
帯
な
ど

○
申
込
方
法　
３
月
10
日（
月
）以
降

に
建
設
課
住
宅
係
で
入
居
申
込
書
を

配
布
し
ま
す
（
土
日
祝
を
除
く
）
。

　
入
居
を
希
望
す
る
方
は
、
入
居
申

込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
左
記
の

受
付
期
間
中
に
建
設
課
住
宅
係
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　
3
月
10
日（
月
）〜
21

日（
金
）の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
（
土
日
祝
を
除
く
）

　
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。
抽
選
会
は
３
月
24
日（
月
）

午
前
10
時
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
入
居
資
格
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
配
布
す
る
入
居
申
込
案
内
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
居
日
は
4
月
以
降
に
な
り
ま
す

（
事
務
手
続
き
の
都
合
に
よ
り
前
後

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）
。

・
入
居
の
際
に
は
、
家
賃
２
ヶ
月
分

の
保
証
金
と
連
帯
保
証
人
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
連
帯
保
証
人
は
町
内
に

居
住
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
県
内
に

居
住
し
て
い
る
親
族
で
１
名
で
す
。

◎
問
合
せ　
建
設
課
住
宅
係　

☎

（
81
）１
８
４
９

　
引
越
し
の
日
が
決
ま
っ
た
ら
、
前

も
っ
て
水
道
課
へ
閉
栓
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
（
使
用
者
本
人
か

ら
の
手
続
き
は
、
電
話
に
て
受
付
し

て
い
ま
す
。
）
連
絡
の
際
は
、
住
所

・
氏
名
・
引
越
し
日
時
・
引
越
し
先

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
フ

ォ
ー
ム
か
ら
も
手
続
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
引
越
し
ま
で
の
水
道
料
金
（
精
算

分
）
は
、
前
回
の
検
針
日
か
ら
引
越

し
ま
で
の
使
用
量
を
も
と
に
計
算
し

ま
す
。

　
閉
栓
の
連
絡
が
な
い
と
、
水
道
を

使
用
し
て
い
な
く
て
も
、
引
き
続
き

料
金
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
必

ず
水
道
課
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
壬
生
町
で
は
、
水
道
水
に
お
け
る

P
F
A
S
（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）

に
つ
い
て
定
期
的
に
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
P
F
O
S
（
ペ
ル
フ
ル

オ
ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
）
お
よ

び
P
F
O
A
（
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク

タ
ン
酸
）
の
数
値
は
、
浄
水
・
原
水

共
に
国
の
暫
定
目
標
値
を
下
回
る
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

安
心
し
て
水
道
水
を
ご
使
用
く
だ
さ

い
。

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
水
道
課　
☎（
82
）２
２

６
０
（
徴
収
事
務
受
託
者　
㈱
日
本

ウ
ォ
ー
タ
ー
テ
ッ
ク
ス
）

　　　　　　　
井
戸
水
の
み
の
方
、
ま
た
は
水
道

水
と
井
戸
水
を
併
用
し
て
下
水
道
を

使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
家
族
の
人

数
が
変
更
に
な
る
場
合
〈
転
入
・
転

出
（
長
期
転
勤
、
介
護
施
設
へ
入
所

な
ど
）
・
出
生
・
死
亡
な
ど
〉
は
、

す
み
や
か
に
下
水
道
課
ま
で
「
公
共

下
水
道
使
用
人
数
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
届
出
に
よ
り
使
用
料
が

変
更
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
井
戸
水
で
下
水
道
を
使
用

す
る
方
は
転
入
・
転
出
の
際
に
「
公

共
下
水
道
使
用
届
（
開
始
・
休
止
）

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
井
戸
水
使
用
者
の
下
水
道
の
使
用

量
の
算
出
の
し
か
た

　
町
で
は
、
下
水
道
使
用
料
金
を
算

定
す
る
際
の
基
準
と
な
る
下
水
道
の

使
用
量
を
、
基
本
的
に
町
の
水
道
の

使
用
水
量
と
し
て
い
ま
す
が
、
水
道

水
以
外
の
水
（
主
に
井
戸
水
）
を
使

用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
次
の
基

準
に
よ
り
使
用
量
が
認
定
さ
れ
ま
す
。

①
井
戸
水
の
み
を
使
用
し
て
い
る
場

合
（
１
人
に
つ
き
１
か
月
６
㎥
）

【
例
】
４
人
家
族
の
場
合　
６﹇
㎥

／
人
﹈×
４﹇
人
﹈＝
24﹇
㎥
﹈が
１
ヶ

月
の
汚
水
量
と
認
定
さ
れ
ま
す
。

②
井
戸
水
と
水
道
水
を
併
用
し
て
い

る
場
合
（
１
人
に
つ
き
１
ヶ
月
４
㎥

＋
水
道
使
用
水
量
）

【
例
】
４
人
家
族
で
水
道
使
用
量
が

10
㎥
の
場
合　

４﹇
㎥
／
人
﹈×
４

﹇
人
﹈+
10﹇
㎥
﹈＝
26﹇
㎥
﹈が
１
ヶ

月
の
汚
水
量
と
認
定
さ
れ
ま
す
。

※
下
水
道
使
用
料
は
２
ヶ
月
に
一
度

の
納
付
で
す

※
人
員
に
は
０
歳
児
も
含
み
ま
す

　
農
業
集
落
排
水
を
使
用
し
て
い
る

方
の
使
用
料
金
は
、
家
族
の
人
数
に

よ
り
算
定
し
て
い
ま
す
。
家
族
の
中

で
、
転
入
・
転
出
・
出
生
・
死
亡
等

に
よ
る
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

届
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
使
用
料

金
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
家
族
の
人
数
が
変
更
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
す
み
や
か
に
町
下
水
道
課

ま
で「
使
用
水
・
世
帯
人
員
変
更
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
の
無

い
場
合
、
使
用
料
金
は
変
更
と
な
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
世
帯
全
体
で
の
転
入
・
転

出
な
ど
の
際
に
は
、
「
使
用
開
始
・

休
止
・
廃
止
・
再
開
届
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
書
式
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

左
記
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
下
水
道
課
業
務
係　
☎

（
81
）１
８
５
８

○
日
時　
４
月
２
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時

○
場
所　
南
犬
飼
地
区
公
民
館
分
館

　
講
堂

○
内
容　
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
に
よ
る
人

形
劇
で
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

○
対
象　
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者

※
参
加
費
無
料
・
申
し
込
み
不
要

◎
問
合
せ　
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

ポ
ケ
ッ
ト　
岡
本　
☎（
82
）0
9
8

3
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お し ら せ

生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

〜
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
に
よ
る
人
形

劇
〜

農
業
集
落
排
水
の
届
出
に
つ
い
て

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
引
越
し
の
際
に
は
、
水
道
の

閉
開
栓
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
公
共

下
水
道
使
用
者
の
方
へ
の
お
願
い

お
か
も
と

インターネット専用フォーム
（上水道開栓受付）

インターネット専用フォーム
（上水道閉栓受付）

水
道
水
に
お
け
る
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
お
よ

び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）
の
水
質
検
査
結
果



　産後の心と身体のバランスが崩れやすいママのケア
を行いながら赤ちゃんの身体可動領域のトレーニング
を行い、パパとママとベビーがハッピーになれるベビ
トレヨガ。親子で幸せで笑顔があふれる時間を一緒に
過ごしてみませんか？
○日　時　４月19日（土）午前 10時～11時

○場　所　保健福祉センター２階
○講　師　ベビトレヨガインストラクター　山中志穂氏
○対　象　生後２か月～１歳程度の児童と両親（町内在住）
○定　員　８組程度
○申　込　３月10日（月）～
　　　　　右記申込フォームより
○持ち物　動きやすい服装・バスタオル・汗拭きタオル・
　　　　お気に入りのおもちゃ・ウエットティッシュ・ゴ
　　　　ミ袋・水分補給用飲み物（ミルク等）
◎問合せ　子育て支援センターひよこ
　　　　　☎（82）3309（午前９時～午後４時30分）

　産後の身体、育児に疲れていませんか？
　肩こり・腰痛・ぽっこりお腹など…身体の骨格バラン
ス、呼吸を整えながら自分の身体を簡単にケアできる方
法が学べます。みんなで美ボディーママを目指しましょ
う！
○日　時　４月25日（金）午前10時～11時
○場　所　子育て支援センターつばめ
○講　師　骨格トレーナー　戸崎優奈氏
○対　象　町内在住未就学児親子（３月の教室に参加して
　　　　いない方）
○定　員　親子８組　
○参加費　無料
○申　込　３月25日（火）～
　　　　　右記申込フォームより
○持ち物　動きやすい服装・汗拭き用タオル・水分補給
　　　　用飲み物

　町を代表する観光スポット。夢があふれるおもちゃ博物
館に一緒に遊びに行きませんか？参加した親子同士で交
流をしながら楽しい時間を過ごしましょう！
○日　時　４月18日（金）午前10時～
○場　所　壬生町おもちゃ博物館　
○対　象　０歳～未就園児親子
○定　員　15組程度
○参加費　無料
○集合場所　おもちゃ博物館　正面玄関前広場（午前９時
　　　　　55分までに集合）
○申　込　３月17日（月）～
　　　　　右記申込フォームより　　　　
○持ち物　水分補給用飲み物等

《共通事項》
◎問合せ　子育て支援センターつばめ
　　　　　☎（86）0132
　　　　　（午前９時～午後４時30分）

　児童館をはじめて利用する親子を応援します。
○日　時　３月12日（水）午前10時～11時
○内　容　利用案内・読み聞かせ・クラフトタイム・自由遊び
○対　象　はじめて児童館を利用する親子　
○申　込　３月１日（土）～
　　　　　右記申込みフォームより

　３月31日（月）まで　午前８時30分～午後５時
　４月１日（火）～９月30日（火）　午前９時30分～
午後６時

　４月に会員を募集して年間20回、集団保育の場を提供
しています。
　体操・お絵描き・季節の遊びなど、親子で一緒に楽し
みましょう！
　きらきらコース　火曜日　午前10時～11時
　にこにこコース　木曜日　午前10時～11時
○募集期間　４月14日（月）～18日（金）午前10時～午後５時 
○場　所　児童館
○対　象　町在住者（途中退会せず、年間を通して参加で
　　　　きる方が優先となりますが、定員に満たない場合
　　　　は、途中までの参加も対象とします。）
　　　　　きらきらコース（２歳児）令和４年４月２日～
　　　　５年４月１日生
　　　　　にこにこコース（１歳児）令和５年４月２日～
　　　　６年４月１日生
○参加費　無料
○定　員　各クラス　親子15組　
○申　込　申込みカードを記入するため、募集期間内に
　　　　直接児童館に来館してください。
　※会員になった方は、４月23日（水）～25日（金）に児童
　館より連絡します
　※令和７年度は応募状況により、各コースの年齢区分
　を調整することがあります

《共通事項》
○問合せ　児童館　☎（82）7388
　　　　　（午前８時30分～午後５時）

はじめての児童館

『パパとママと一緒のベビトレヨガ教室』
参加者募集

と さきゆう な

31

「セルフ美整体教室」参加者募集

「おもちゃ博物館に行こう！」
参加者募集

やまなか し  ほ

開館時間が変更になります

児童館未就園児親子教室
【なかよしルーム】会員募集

子育て支援センターつばめからのおしらせ児童館からのおしらせ

子育て支援センターひよこからのおしらせ



URL　https://www.library.mibu.tochigi.jp/
図書館ウェブサイト 公式Ｘ

図書館からのおしらせ

○移動図書館（BM）４月の日程…現在調整中です

壬生北小学校

安塚小学校

稲葉小学校

壬生東小学校

睦小学校

羽生田小学校

藤井小学校

午後１時～２時

午後１時～３時

午後１時～２時

午後１時～３時

午後１時～３時

午後１時～２時

午後１時～２時

４日（火）

５日（水）

６日（木）

７日（金）

11日（火）

13日（木）

14日（金）

○移動図書館（BM）３月の日程

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

午後２時～４時28日（金）

○日　時　３月16日（日）午前10時～11時
○場　所　町立図書館２階　会議室
○内　容　壬生町立図書館では、「図書館ボランテ
　　　　ィア」として活動できる方を募集していま
　　　　す。本に囲まれた環境で希望の作業をする
　　　　ことができます。「本棚の整理」や「本の修
　　　　理」、「読み聞かせ」、「イベント手伝い」
　　　　など、作業内容は様々あります。本が好き
　　　　な方や特技を生かしたい方、活動に興味の
　　　　ある方はぜひ説明会に参加してください。
○対　象　町内在住の中学生以上の方（団体も可）
○申　込　３月15日（土）までに図書館カウンター、
　　　　または電話で申込み
○持ち物　筆記用具

　図書館では、スタッフ・ボランティアによる子ど
も向けの読み聞かせを開催しています。

　３月１日（土）・８日（土）・15日（土）・22日（土）・
　29（土）
　４月５日（土）・12日（土）・19日（土）・26日（土）
　午前10時～10時30分

（０・１・２才向け）
　３月20日（木・祝）・４月17日（木）
　午前10時～10時30分

《共通事項》
○場　所　町立図書館２階　児童室

おはなし会３・４月の日程

おはなしひろば

親子おはなし会

図書館ボランティア説明会

お し ら せ

図書館からのおしらせ

◎問合せ　壬生町立図書館
　　　　　（指定管理者 ㈱図書館流通センター）
　　　　　☎（82）8543
○開館時間　午前９時～午後７時
○休 館 日　月曜日
　　　　　　　（祝日の場合は開館、夏休み期間中は休館日なし）

　　　　　　年末年始、特別整理期間

◎問合せ　●総合政策課情報デジタル係　☎（81）1814

https://
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各　　種　　相　　談各　　種　　相　　談

お し ら せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

・
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
は
、
申
込
書
面
ま

た
は
契
約
書
面
の
い
ず
れ
か
早
い
方
を
受
け
取

っ
た
日
か
ら
起
算
し
ま
す
。

・
書
面
の
記
載
内
容
に
不
備
が
あ
る
と
き
は
、

所
定
の
期
間
を
過
ぎ
て
い
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
書
面
（
は
が
き
可
）

ま
た
は
電
磁
的
記
録
で
行
い
ま
す
。

※
２
０
２
２
年
６
月
１
日
よ
り
、
書
面
に
よ
る

ほ
か
、
電
磁
的
記
録
で
も
通
知
を
行
う
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
電
子
メ
ー
ル
の
ほ
か
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
等
の
記
録
媒
体
や
事
業
者
が
自

社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
設
け
る
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
専
用
フ
ォ
ー
ム
等
に
よ
り
通
知
を
行
う
場

合
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
用
い
た
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
も
可
能
で
す
。

・
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
書
面
等
に
は
、
事
業

者
が
対
象
と
な
る
契
約
を
特
定
す
る
た
め
に
必

要
な
情
報
（
契
約
年
月
日　

、
契
約
者
名
、
購

入
商
品
名
、
契
約
金
額
等
）
や
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
の
通
知
を
発
し
た
日
を
記
載
し
ま
す
。

・
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
期
間
内
に
通

知
し
ま
す
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
て
い
る
場
合
は
、
販

売
会
社
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
同
時
に
通
知
し

ま
す
。

次
回
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
通
知
は
が
き
の
記

載
例
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
合
せ
　
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎（
82
）１
１
０
６

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
つ
い
て

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
の
考
え
方

人権・行政相談

その他

相談内容

場　所

日　時

南犬飼地区公民館

３月13日（木）午後１時30分～３時30分

　相談無料・秘密厳守 気軽にご相談ください。
予約は必要ありませんが、事前予約を推奨します。

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

心配ごと特別相談（弁護士相談）

（福）壬生町社会福祉協議会　☎（82）7899

その他

対　象

申込日

申込方法

相談員

場　所

日　時

　国が設立した法律相談機関『法テラス栃木』
もご利用ください。☎0570（078）374

町内在住　各回５名
同一の内容の相談は一回限り

弁護士

電話予約受付（先着順）

３月10日（月）
午前８時30分～

４月７日（月）
午前８時30分～

３月13日（木）
午前10時～正午

４月10日（木）  
午前10時～正午

申込み
問合せ

町保健福祉センター２階　録音室

「人権相談」
　ひとりで悩んでいませんか？
　毎日の生活の中で、差別、いじめ、職場で
の嫌がらせ、虐待、DVなどで思い悩むこと
がある場合、人権擁護委員に人権相談をする
ことができます。
「行政相談」
　医療保険、年金、道路等、行政についての
苦情、要望等。
　相談員は本町の下記行政相談委員。
　相田喜久夫 氏　☎（82）0603
　粂川　元一 氏　☎（86）3869

あい だ  き  く  お

くめかわ    もといち

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
手
続
き
方
法

消費生活相談
日　時

相談員 消費生活相談員

月～金曜日
（土・日曜日、祝日および年末年始を除く）
午前９時～正午、午後１時～４時

対　象 町内在住者
申込み・問合せ 町消費生活センター　☎（82）1106

場　所 町消費生活センター（役場庁舎内）

相続、遺言、農地転用、開発行為等の手続き

行政書士相談

相談内容

日　時

役場103会議室

申込方法
電話予約受付（先着順）

対　象 町内在住者

場　所

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

相談員 行政書士

３月26日（水）
午後２時～４時

４月23日（水）
午後２時～４時

３月３日（月）
午前８時30分～

４月１日（火）
午前８時30分～

１回の相談時間は30分です。

相続全般ほか「相続登記義務化」、おひとり様
や認知症に備えた生前対策、ほか法律相談

司法書士相談

相談内容

日　時

役場103会議室

申込方法
電話予約受付（先着順）

対　象 町内在住者

場　所

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

相談員 司法書士

３月19日（水）
午後２時～４時

４月16日（水）
午後２時～４時

３月３日（月）
午前８時30分～

４月１日（火）
午前８時30分～

１回の相談時間は30分です。



壬生町防災行政無線システムについて

総務課消防防災係　☎（81）1808壬生町防災行政無線に関するお問合せは

　役場にて放送した拡声子局からの案内と同じ内容を、携
帯電話やパソコンなどにメールで配信します。
　事前登録が必要ですので、次により登録ください。登録
方法は、携帯電話・パソコンなどから右記２次元コードや
下記ＵＲＬへアクセスしてください。
・URL　http://www.bousai-mibu.jp/mail/pub/

２次元コード

防災メールの配信放送内容の確認（電話応答装置）

☎0282（82）9000

　「放送されていることに途中で気付いた」
「風が強くて放送内容がよく聞こえなかった」
という場合は、次の番号に電話すると放送内容
を聞くことができます。
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　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、心に不安がある方や悩み、
ストレスがある方に対してLINEを使用した相談を行っています。

午後１時～11時（土日祝日含む）
本相談は「LINEアプリ」を使用します。 
２次元コードを読み取るか、URLを入力して、登録してください。 
URLはこちら→https://l in.ee/mEQ70Cr

相談時間
相談方法

こころの相談@とちぎこころの相談@とちぎ

日　　時

相談内容
相談番号

毎日　　 　午後４時～９時
毎月10日　午前８時 ～ 翌日11日
　　　　　 午前８時の24時間

日　　時

相談内容

平日　午後５時 ～ 翌朝８時30分
土日・祝日・年末年始（12/29～1/3）
24時間
緊急に必要な精神医療相談自殺予防相談

いのちの電話 救急医療相談電話

☎0570（666）990

いのちの電話 救急医療相談電話いのちの電話 救急医療相談電話精神科自殺予防 精神科自殺予防

相談番号☎0120（783）556

※発熱やせき・息切れ、強いだるさ（倦怠感）などの症状がある場合は、直接受診する前に、医療機関に電話相
談し、指示を受けてください

平日（月～土曜日）

休日（日曜日・祝日・年末年始）

◆栃木地区急患センター　栃木市境町27-15　☎（22）8699

診療日時

午後７時～10時　内科のみ

内　科　午前９時～午後９時
外　科　午前９時～午後５時
小児科　午後６時～９時

※受付は、診療時間終了30分前までに済ませてください

◆『とちまる救急安心電話相談』
月曜日～金曜日　午後４時～翌朝 午前10時
土・日・祝休日　24時間
☎028(623)3344　プッシュ回線＃7119

月曜日～金曜日　午後４時～翌朝 午前10時
土・日・祝休日　24時間
☎028(623)3511　プッシュ回線＃8000

◆壬生町在宅当番医　午前９時～午後５時

大人について子どもについて

※受診する際は、事前に電話確認をしてからお出かけください

３月２日

３月９日

３月16日

３月20日

３月23日

３月30日

中央町６－37

中央町３－21

安塚1944－4

安塚2008－1

通町10－5

幸町2－11－2

（82）2002

（82）0141

（86）0123

（86）0011

（82）0057

（86）1517

松 本 内 科 医 院

前 原 医 院

佐 藤 医 院

島 田 医 院

小 倉 医 院

おもちゃのまち内科クリニック

内科

内科

内科・小児科

内科

内科・小児科

内科

（日）

（日）

（日）

（木）

（日）

（日）

電話番号住　　所診療科目病　　院　　名日　付

急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。

通話料金
無料



３月

４月
1

5
6
7
8
9
10

3

12
13
14
15

16
17

19

22
23
24

20

26

水

木

27

4

21

2

18

25

11

月

火

日

28
29

31

金

30

こども（行事名） おとな（行事名）日 曜

成長記録会・チャピー（９：30～保健福祉センター）
おっぱい相談（10：00～保健福祉センター）

成長記録会・ベビーチャピー合同（９：30～子育て支援センターつばめ）

10か月児健診（13：00～保健福祉センター）

４か月児健診（13：00～保健福祉センター）

行政書士相談（14：00～103会議室）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）
２、３月分上下水道料金口座振替日

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

おしゃべりカフェ（10：00～保健福祉センター）

ママと赤ちゃんの相談室（10：00～保健福祉センター）
地域子育て支援活動（10：00～おもちゃのまちゆうゆ館）

離乳食教室（10：00～保健福祉センター）

シルバー人材センター刃物研ぎ  （９：00～南犬飼地区公民館分館）
司法書士相談（14：00～103会議室）

土

水

木

月

火

日

金

土

土

金

木

日

月

水

火

月

日

月

日

土

金

木

水

火

火

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

シルバー人材センター入会説明会 （13：30～壬生町シルバーワーク
プラザ研修室）

シルバー人材センター刃物研ぎ（９：00～シルバーワークプラザ役場
庁舎西）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

３月16日～４月15日 イベントの開催状況については、町の公式ウェブサイトを
確認するか、各担当課にお問合せください。

毎月第３日曜日は家庭の日です。
この機会に家族の絆を深めてみませんか？
※一部施設で優待制度があります。（詳細は県ウェブサイト参照）
◎問合せ　教育委員会事務局生涯学習課　☎（81）1873

毎月第３日曜日は
ふれあい育む
　　　　家庭の日
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成長記録会・ベビーチャピー（９：30～保健福祉センター）
ママとベビーのおしゃべりカフェ（10：00～保健福祉センター）

3歳児健診（12：50～保健福祉センター）

１歳６か月児健診（12：50～保健福祉センター）

おっぱい相談（10：00～保健福祉センター）

10か月児健診（13：00～保健福祉センター）
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発行人／壬生町役場  〒321-0292 栃木県下都賀郡壬生町大字壬生甲3841-1　編集／総務部総合政策課情報デジタル係
　　　　電話0282-81-1814　FAX0282-28-6718　壬生町公式ウェブサイト https://www.town.mibu.tochigi . jp

【まちのうごき】●総人口 38,119人（-21）　男 18,889人（-3）　女 19,230人（-18）　●総世帯 16,706（＋13） （　）内は前月比　令和７年１月末現在

　栃木県誕生150周年を記念して令和５年６月から１年間限定で運行された「ベリ
ーハッピートレイン」が７カ月ぶりに復活し、車体にイチゴのラッピングや座席に
イチゴ柄を施した「ベリーベリーハッピートレイン」として運行が始まりました。
　運行開始となった１月19日（日）壬生駅にて、とおりまち保育園の園児と保護者で
ベリーベリーハッピートレインのお見送りに参加しました。壬雷ちゃんも一緒に参
加し、園児も大喜びでした。
　電車が来るとみんなで手作りしたいちごの小旗を持ち、保育士が横断幕を広げ、「い

みらい

Berry2 Happy Train
とおりまち保育園の
　 園児たちがお見送り
とおりまち保育園の
　 園児たちがお見送り

ベリーベリーハッピートレイン

ってらっしゃーい！」と大きな
声で手を振り、壬生駅を出発
した電車が見えなくなるまで
見送りました。カラフルな電
車のかわいさに惹かれ、電車
に乗っていった親子もいました。
　見送った後は壬雷ちゃんと
一緒に記念撮影タイム！東武
鉄道の方からはたくさんのお
みやげをいただきました。

復活した を復活復活

わが家のアイドルわが家のアイドルわが家のアイドル

次回は５月生まれのアイドルを募集します。 ３月13日（木）締切り

【必要事項】

【申込方法】

【申 込 先】

【備　　考】

　氏名（ふりがな）（複数のアイドルが写っている場合はそれぞれ分か
るように明記してください）、保護者名、生年月日、住所、電話番号
　町公式ウェブサイトの、わが家のアイドル入力フォーム
https://www.town.mibu.tochigi.jp/docs/2014122100034/
から申込みができます
役場総合政策課、稲葉・南犬飼出張所、
子育て支援センターでも受付けています。
壬生町総務部総合政策課情報デジタル係
〒321-0292　壬生町大字壬生甲3841-１
メール　sougo@town.mibu.tochigi.jp
・壬生町在住の９歳以下（一緒に写っているお子さん含む）に限ります。
・複数の写真を１枚にする、ぼかす、エフェクトを加えるなどの加工はしないでください。
・一度掲載した写真は原則掲載できません。
・写真は掲載後、原則お返しできません。
・町子育てサイトのトップページにもお写真のみ掲載します。

 ん の 場み な 広

おおぶち  こ は る

大渕 心遥ちゃん
（R6.3.31生）

いち  か

一樺ちゃん
（R3.9.1生）

おと は

己葉ちゃん
（R6.5.14生）

ほりかわ   ま   ゆ   り

堀川 真優理ちゃん
（R4.3.18生）

さ   ゆ

咲結ちゃん
（R2.12.31生）

わかまつ まな   か

若松 愛佳ちゃん
（R6.3.29生）

はる と

陽斗くん
（R1.9.17生）

こ いで    こ は る

小出 心春ちゃん
（H28.3.11生）

さ とう すみれ

佐藤 菫ちゃん
（H31.3.12生）

は  せ  がわ  けん と

長谷川 兼人くん
（R4.3.15生）

くらいし   と   わ   り

倉石 桃和吏ちゃん
（R2.3.12生）

みずたに    ゆ づき

水谷 祐月くん
（R3.3.28生）

は づき

珀月くん
（R1.9.12生）

̶お詫びと訂正̶

壬生町ゼロカーボンシティプレゼン発表大会

しのはら      さ  ほ

ふな き

あらかわ      き  ゆ

最優秀賞　羽生田小学校　篠原　紗穂さん
　　　　　　　　　　　　船木　ひかりさん
　　　　　　　　　　　　荒川　嬉優さん

　小学生の部最優秀賞を受賞した皆さん、おめでとうございます。

　広報みぶ２月号13ページ「壬生町ゼロカーボンシティプレゼン発表大
会　表彰式を開催」の記事にて、小学生の部の最優秀賞を受賞した方の写
真が異なる方の写真を掲載してしまいました。お詫びして訂正いたします。

表彰式を開催
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	2503／32おしらせ図書館
	2503／33各種相談・消費者
	2503／34休日当番医
	2503／35カレンダー
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